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２．主要面談録 
 

A. キルギス・カウンターパート （詳細は各質問票の回答結果を参照） 
１． Mr. Almaz Bakenov, NITC所長（プロジェクト・マネージャー） 
(1) 本プロジェクトに係わるいくつかの課題の第 1 は「実施体制」である。現在、実質的

なプロジェクト・ディレクターが不在で JCCが有効に機能していない現実はあるもの
の、日本側の協力が存在するプロジェクト期間中について心配はしていない。問題は

その後であり、本プロジェクトに関するキルギス政府のコミットメントを明確にする

必要がある。その点で、NITCの意思決定機構である TC（Tutorial Council：諮問評
議会）の機能活性化（新メンバーの選任）が重要で、これについては日本側（日本大

使館）の要請もあって JICA 所長を含む 5 名の新メンバーが近々、選任される予定と
聞いている。なお、JICA キルギス事務所がキルギス政府に要請した NITC 副所長を
置く件については自分からも大統領府のウクロフ局長に要請した。NITC のマネージ
ャー、スタッフが全員、若くて経験が不足していることは事実である。 

(2) 第 2の課題は NITCが、政府所有ではあるが科学アカデミーが利用権（Premises）を
有する建物に借用契約（2009年 5月までの 5年間）を交わして入居しているという事
実である。NITC 入居部分については政府が科学アカデミーから NITC に利用権を移
すことで、建物・施設（の間借り状況）を心配しなくてすむようにすべきである。 

(3) 第 3 の課題は財務的な自立発展性確保の問題である。現在、NITC はプロジェクト終
了までに財務的自立を目指して活動を展開中で、この点についてのある程度の自信を

持っている。政府が予算配分（補助金供与）を継続してくれることは歓迎するが、（政

府予算が厳しいこともあり）それについてあまりプッシュする必要は無いと思う。 
 
２． Ms. Mira Toktoralieva, NITC教務マネージャー 
(1) 本プロジェクトはキルギス IT市場のニーズに合致すると考えるが、変化する受講生ニ

ーズを継続的にフォローする必要があり、現実にそのように対応している。プロジェ

クト目標の達成は可能で、学生の立場で研修コースに参加した受講生がその後、良い

IT職種に就業したというケースも少なからずある。 
(2) インパクトを拡大するには、より多くの短期コースを設定・開催する必要がある。新

たに設定した CISCO コースを開催するにあたっては関係機関と適切な協力関係を構
築することで対応できた。 

(3) NITCの他には Arashan、Softlineといった IT研修プロバイダーがあるが、NITCの
ようにコスト・パフォーマンスの良いコースを体系的かつ円滑に運営している機関は

無いと思う。その意味ではNITCはキルギス国内で唯一・主導的な IT研修機関である。 
(4) 参加者の中にはビシュケクから比較的、近いカザフスタンから来た受講生もいる。ア

ルマティからの問い合わせも多少あり今後、カザフ市場を含めたさらなるプロモーシ

ョンと宣伝の拡大を考える必要がある。 
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(5) 自分自身は NITCの仕事に満足しており、プロジェクト開始時点から参画した者とし
てゼロから立ち上げたプロジェクトに誇りと愛着を感じている。給与レベルが当初想

定よりも少ないことは事実だが、それでもしばらくはここで仕事を続けたい。 
 
３． Mr. Ulan Sydykbaev, NITC講師（DB技術担当） 
(1) NITC プロジェクトに参加する前は、ADB や EU-TACIS が実施した援助プログラム

における IT専門家として仕事をしていた。（現在も他社 IT業務との兼務） 
(2) 本プロジェクトは、キルギス IT市場のニーズにほぼ合致すると考える。受講生にはか

なりの数の独立 IT技術者もいるが、キルギス IT市場が未熟のためコース受講後にカ
ザフスタンやロシアに行って仕事をしている者もいる。カザフではキルギス IT技術者
が真面目で優秀だという評価がある。 

(3) キルギス IT市場は変化しており、NITCでは新たなコースやベンダー系資格認定コー
ス等を拡大する必要がある。 

(4) 90 年代後半はキルギスの IT 投資は銀行オンライン構築等の例に見られるように中央
アジアでもかなり進んでいた。しかし、最近は政府の IT 促進、IT 市場拡大の動きが
あまり無く停滞気味だ。経済財務省の IT関連人材が 3名のみなのが顕著な例である。 

(5) 受講生を派遣してくる企業とはそれなりの良い関係を構築している。コース内容につ
いて希望・要求を出してくる企業もあるし、受講生の中に採用できる良い IT人材がい
ないかを聞いてくる企業もある。 

 
４． Mr. Zarlyk Jumabek Uulu, NITC講師（ネットワーク技術担当） 
(1) トルコの大学でコンピュータ科学の学位をとった後に、トルコ企業で約 6年就業。そ

の後、キルギスに戻り StinsComというネットワーク・セキュリティの会社でネット
ワーク技術者として 2年半働いた後に、NITCに参加した。 

(2) 本プロジェクトはキルギス IT 市場のニーズに合致しているが今後、カザフスタンや
ウズベキスタンの IT 人材育成市場も取り込めると思う。そのためには、ベンダー資
格認定コースや認定講師を増やすことで、NITC全体と NITCコースの(市場性から見
た)評価を高める必要がある。 

(3) ネットワーク系の機材（CISCO ルーター等）について当初、稼働率が悪いものもあ
ったが CISCOコース（CCNA）を開催するようになってほぼフルに動いている。 

(4) 今後の課題、特に自立発展性に関しては、CISCO、Microsoft、Oracle、Sun 等のベ
ンダー系コースの認定講師を増やすことが重要である。ただし、財務的には常に困難

が伴うと思う。 
(5) キルギス IT 技術者の国外流出を避けるためにも e-Park 事業による IT 市場の活性

化・拡大が重要だと思う。日本や他ドナーがこの面で今後、支援する可能性はないの

だろうか。 
（筆者注） 同人は NITCでベンダー系認定講師資格（CCNA）を有する 2名の内の 1人。
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同資格を有するもう 1名はMr. Azamat（以下、参照）。なお、両名の資格取得に向けての
努力は相当なものがあったと日本人専門家も認めている。 
 
５． Mr. Azamat Mukanov、NITC講師（ネットワーク技術担当） 
(1) 学生時代のインターンとして 2002~2003 年にかけて StinsCom で働いた後、世銀プ

ロジェクト、UNDPプロジェクト（約 8ヶ月）等でネットワーク技術を担当した。 
(2) 本プロジェクトは多くのことを学べる貴重な機会となっている。世銀プロジェクトで

は現在よりも収入がよかったことは確かだが、本プロジェクトの IT 開発環境は抜群
で、技術向上できることが大きな魅力だ。今後 2~3年は在籍するだろう（半ば冗談）。 

(3) 本プロジェクトは基本的にキルギス IT 市場ニーズに合致している。クムトール社等
からのカスタムメイド・コースの打診もある。今後、国際標準レベルに合う CISCO
他の認定コースを開催していくことが NITCの評判をあげる上で重要だと思う。 

(4) 大学、学校、政府機関、民間組織等とさらに協力を強める余地は多い。IT 振興、IT
人材育成の面で双方の利益になるプログラムをきちんとした合意を踏まえた上で提

供することを考えると良いと思う。 
(5) 技術的・財務的自立発展性を高めるためには、Cisco、Microsoft、Oracle、Sun等の

ベンダー系認定コースを開催できる資格認定を有する講師を増やす必要がある。 
 

６． Mr. Mirbek Nosinov、NITC講師（ソフトウェア開発担当） 
(1) NITCに来る前は銀行で IT技術者として働いていた。当時の給料の方が良かったが、

本プロジェクトでの経験は貴重だ。現在、専任講師として自分の 100%の時間を NITC
で使っている。 

(2) 本プロジェクトはキルギス IT 市場ニーズに基本的に合致すると思うが、集客不足の
問題はNITCの認知度の普及不足、市場自体が小さい、という両方に起因すると思う。
母数の大きい若い学生達にどうアピールして集客するかが重要な課題だ。 

(3) 技術移転の結果、C+を中心に技術的には十分なものが備わったと思うが、今後、Java
系の技術をさらに向上させる必要があると感じている。 

(4) コース充足率が低いのは課題だが、コース受講者が修了後すぐに、勤務する会社で

C+を初めて使ったシステム開発を行うなどの具体的なインパクトは生じている。 
(5) JICA はキルギスに様々な支援・貢献をしてきているので、キルギス政府に対してさ

らに IT促進の重要性とNITCの重要性をアピールし、プッシュする力を有している。 
 
７． Mr. Emil Kadyberdiev、NITC講師（オペレーティング・システム担当） 
(1) 過去に NITCで開催したネットワーク関連の 4つのコースを受講した。それを受けて

2006 年 8 月から講師として仕事を始めている。前任者が NITC を退職したため、現
在は 1人でコースでの講義に向けて諸準備を進めているところ。 

(2) 以前、民間 IT 研修機関大手の Arashan（後述の面談録を参照）の Windows コース

－83－



を受講したが、1教室に 4台の PCしかない（受講者は 2名のみ）など研修環境、内
容、コスト・パフォーマンスともに満足できなかった。 

(3) 本プロジェクトはキルギス IT 市場のニーズに基本的に合致しているが、主要ターゲ
ットである ITスキルを高めたいという意欲（必要性）を有する民間企業の IT技術者
がより参加しやすくするために、コース期間を短縮するなどの工夫が引き続き必要で

ある。 
 
８． Mr. Meder Mamutoff、NITC講師（システム分析・ITプロマネ担当） 
(1) 情報・通信システムの修士号をとった後に、航空会社で IT部門の責任者をしている。

以前、NITC の UNIX コースを取った縁で、2005 年 11 月以降、IT アドバイザーと
して時々、講義を行っている。（筆者注：NITCでの在席時間はほとんど無い） 

(2) 本プロジェクトはキルギス IT 市場ニーズや人材育成ニーズに基本的に合致すると思
うが、コースの幅をさらに広げるなどの工夫が必要。コース受講者がクムトール金鉱

会社でより良い条件の IT 技術者としてスカウトされたという例もあり、それなりの
効果・インパクトはある。 

(3) NITC のような各種 IT 研修コースをきちんとした研修環境や管理運営の下に実施し
ている機関はキルギスには存在せず、その意味で現時点での競合や民業圧迫は無い。 

 
９． Mr. Talant Asankojoev、NITC講師（プログラミング言語アシスタント講師） 
(1) キルギス国立工科大学 IT学部の 4年生だった 2005年夏に NITCの第 1回目のネッ

トワーク・コース（15 日間）を受講した（受講料 150 ドル、当時は学生割引無し）。
その後、NITC でのインターンシップ（筆者注：キルギス学生の就職パターンとして
在学中に 3ヶ月の無給職業体験を行うことが一般的とのこと）を経て、引き続きアシ
スタント講師として勤務している。約 80%の時間を NITC 業務に使い、残り 20%は
大学 5年生（最終年度）の勉強・講義受講などにあてている。 

(2) キルギス国立工科大学の IT学部は学生数が約 2,000～3,000 人（1 学年約 500 人）。
IT学部の人気は大学中で最も高い（学費も高い）。 

(3) IT関連学部の大学生は一般的に知識を得るだけなので、どのような ITスキルを身に
つけるべきかについての問題意識が希薄である。IT関連の大学生は多いので、大学な
どで NITC コースの内容や IT の世界で必要とされる最新のスキル事情などについて
普及・啓蒙するような活動を展開することも一考かもしれない。ただし、学生が興味

を示す価格帯は 1コース 70～80ドル程度ではないか（現状の約半分のレベル）。 
 
１０． Mr. Korotovskih Evgeny、NITC講師（ベーシック・コース担当） 
(1) 2005年夏から NITCの図書館システムとベーシック・コースの担当として 100%の時

間を NITC業務に使っている。 
(2) 本プロジェクトにより、自分を含めたキルギス側 C/Pの意識・態度はずいぶん肯定的
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に変化した。日本人専門家とのチームワーク作業が大きく貢献しており、キルギス側

C/Pは皆、自信を持ち始めている。 
(3) 今後、コースの幅を広げると同時に他機関との連携強化を図ることが重要。この夏か

ら開始した IT リテラシー・ベーシック・コースと同上級コースには、OSCE の支援
により延べ 88名の警察官を含めた一般人が基礎的な IT訓練を受けている。 

 
１１． Mr. Ilyasov Kamat、NITCシステム・アドミニストレーター 
(1) NITCに来る前は 3ヶ月ほど民間企業でシステム・アドミニストレーターをやってい

た。2006 年 1 月にアシスタント講師として NITC に入り現在はシステム・アドミニ
レーターとしての業務を行っている。 

(2) NITC はキルギスにおいて IT 研修実施の主導的な機関であり、研修コースの設定価
格も大変リーズナブルだ。他の民間研修機関は値段が高い反面、内容が伴わないとこ

ろが多い。 
(3) 今後、ベンダー系の資格認定コースを中心としてコースの種類を増やすことが必要だ

が、ネットワーク系を中心にさらに機材が必要になるケースもある。スタッフ給与が

キルギス IT企業の水準に及ばないことも課題の一つだ。 
(4) 若い IT 技術者はカザフスタンでの業務、給与水準に対する憧れのようなものを抱い

ている。これが IT技術者の国外流出の原因のひとつとなっている。 
 

B. IT関連企業（顧客企業） 
１． コムテック・ソフト社 Ms. Mokroysoba（社長）、他 1名 
(1) 1994 年創業の大企業向けソフトウェア開発企業（筆者注：市販の会計ソフト等のカ

スタマイズ等が中心の模様）。現在の従業員数は 25名で今年 5名増員した。売上も増
加しており、キルギス IT市場は緩やかだが拡大している。 

(2) NITC の名前はもちろん知っているし、オープニング・セレモニーにほとんどのキル
ギスの IT関連企業が招待されたので、IT関連企業関係者は皆知っているはずだ。技
術者を 1名ネットワーク関連のコースに派遣したが、業務が忙しくてなかなか技術者
を派遣できないのが実態だ。研修コースそのものは大変良かったということだが、派

遣した技術者は英語ができないので日本人講師の英語は理解できなかった。 
(3) 現在、キルギス IT 企業のまとまった組織はほとんど無いのが実態で、昨年、同社を

含めた大手 3社で Insoftという ITソフトウェア開発業者の組織をつくったところで
ある。この組織は工業・観光省の管轄下にあり、観光関連の大規模 IT プロジェクト
の形成、共同受注等を模索していく予定。現在、イシククル地方の観光関連企業・施

設・サービス等を網羅したポータルサイトの開発プロジェクトを検討中。2.5 万ドル
の開発費用の内、半分を EBRDの BASプログラムで調達し、残り半分を工業・観光
省からの支援でプロジェクト実施することを計画中である。 

(4) NITCには研修プロバイダーだけでなく、キルギス IT市場の「調整役（Coordinator）」
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としても機能してほしい。たとえば、どの IT関連企業がどのような ITサービスを提
供できるかがわかる DBを整備して、IT市場ニーズ（照会）に対しての「マッチング・
サービス」を行うことや、独立系 IT 技術者や潜在的 IT 技術者の DB をつくって IT
関連企業に紹介や就職斡旋を行うこと等である。 

 
２． Katoエコノミクス社 Mr. Grebovich（社長） 
(1) ロシアの会計ソフトである 1Cをライセンス販売、カストマイズする ITソフト企業。

現在、プログラマーや会計士などを含めて 15名の従業員を有する。 
(2) 1C は会計ソフトだが、プログラミング言語（プラットフォーム）の一つとも考えら

れ、現在、ロシアだけでなくウクライナ、カザフスタン等のロシア語圏で広く使用さ

れている。キルギスでは 1C の利用はこれまで少なかったが今年から当社がキルギス
での公式販売・教育業者となったことから拡販を図りたい。 

(3) 1C の公式研修プロバイダーとして認定されており、社内でユーザー向けの研修を実
施している。NITC（アルマズ所長）とは 1Cの研修に係わる共同プロジェクト実施を
申し入れたこともある。 

(4) NITC とその研修コースについてはだいたい理解しており、研修内容そのものや研修
環境（機材）などは申し分ないと思う。NITC 講師の IT 技術の知識については問題
ないが、経験が不足している面があり、受講生の質問に的確に答えられない等のケー

スがあるように思う。NITC の存在意義は高く今後、地方部に活動を拡大することも
必要ではないか。 

 
３． Inexim銀行 Mr. Marat（IT部長）、他 1名 
(1) 自分自身を含めて同部の IT 技術者はこれまでに NITC 研修を受講している。現在、

ビシュケク本店にプログラマーが 5名、システム・テレコム管理者が 5名おり、4支
店に 2名ずつの IT技術者がいるので、会社全体で 18-19名の IT技術者がいる。今後、
支店数が増える予定で IT技術者需要も緩やかに増加する。 

(2) NITC は「キルギスの希望」であり、国内唯一のプロフェッショナルな IT 研修機関
である。他にも IT 研修プロバイダーは存在するが、問題は「利用可能な金額」で研
修を提供しているかどうかであり、NITC の現在の価格設定は適切で今後もこの水準
であることを望む。たとえば、Softlineというロシアの IT企業はロシア人、カザフ人
の講師を擁して Oracle10のコースを開催しているが受講料は 2,000ドルと高額だ。 

(3) NITC の研修コースは大変よいが、講師については経験不足の面があり、質問に適切
に回答できない等、まだまだ技術・能力向上の余地がある。また 1つの研修コースで
の受講生の知識・スキルのバラツキがあることも事実で、受講条件（資格要件）を事

前により明確にしたり研修初日にアセスメントを実施するなどして、受講生のレベル

に合わせたコース設定・運用を図るべきである。 
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C. IT研修機関 
１． Arashan社 Mr. Erkin Sadykov（社長） 
(1) NITC の設立経緯やアルマズ所長もよく知っているが、キルギス政府や日本政府が

Arashan のような民間機関が提供できるサービス（IT 研修）を提供する機関を支援
することはおかしい。これは公正な競争以前の問題だ。 

(2) 同社と NITC がターゲットとしている IT 技術者層は同一で完全に競合する。3 年ほ
ど前に NITC構想が出たときからアルマズ所長とは 3回程度、話し合いを持ち、民間
機関とは競合しないと再三説明を受けてきたにも係わらず、実態は違う。NITC 講師
の何人かは Arashan での研修を受けた人間もいてよく知っているが、彼らは実践経
験に乏しい。 

(3) NITC は「国立」の名前を名乗るのであれば、民業圧迫をするような事業は行わずに
IT 法制の整備やその他の公共サービスに機能を集中すべきだ。Arashan の顧客企業
には約 30社の IT関連企業があり、これらは APECsという業界組織を 2-3年前から
組織している。その一部企業は Arashanのビルにも入居している。 

(4) 現在、Arashanでは 5名の専任講師と約 10名の外部契約講師がいる。IT研修だけで
なく IT試験サービス等のサービス事業を今後、提供していく予定である。 

 
 

D．キルギス共和国政府 
１.  大統領府 (President Administration) 
(1) このプロジェクの重要性は認識しており、今後の IT振興政策については検討中である。 
(2) 補助金はプロジェクトの自立発展性にとって重要あると認識している。プロジェクト 

に対する財政的支援については、IT部局に来年度予算を確認するとともに、今後の補  
助金については IT関係部局から意見を聞くこととする。 

(3) プロジェクト・ダイレクターへの就任要請についは感謝するとともに検討したい。 
(4)  プロジェクト終了後の NITCのオーナシップは、キルギス国において議論して決定す 

る。 
(5) ミニッツへの署名については了解した。 

 
2.   教育科学青年政策省（Ministry Education, Science and Youth Policy） 
(1)  このプロジェクトはキルギス国にとって重要であると認識しており、今後、国立 ITセ

ンターをどのように発展させていくべきか検討中である。また、このプロジェクトが

成功しているのは、日本政府からのキルギス側への支援が大きな要因であると考えて

いる。 
(2)  キルギスの政府機関おいては、公務員に対して IT技術者のための高度な研修を実施し

ており、キルギス政府は、公務員の研修に対して多くの費用を支払っている。 
(3)  移動通信会社及びキルギステレコムのような大きな IT企業では、高度な IT技術者を
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必要としている。また、高校生に対しては ITに関する知識のための研修も行っている。 
(4)  キルギス国は ITに関しては初期の発展段階であり、この国の ITマーケットは大きく

ない。国立 ITセンターは、必要としている IT技術者の需要に応えている。 
(5)  キルギス政府のコンピュータシステムは、パソコンをインターネットにより接続しロ

ーカルエリアネットワークを構築しているが、通信速度は遅い。このシステムは政府

関係機関を接続しており、それ以外からはダイヤルアップで接続する。 
(6)  ADBから支援を受けて、３年前に教育に関する情報システム運用し、ホームページを

開設している。スタッフはオーストラリアにおいて研修を実施した。  
 
３．  運輸通信省（Ministry of Transport and Communication） 
(1)  日本の協力による国立 ITセンターはすばらしい。キルギス国においても、幼稚園、学

校、大学及びビジネスを対象とした国家情報戦略を策定しているが、現在の IT 戦略
は、情報分野での計画がなされていないので、好ましいものではない。 

(2)   9 月にカザフスタンのアルマティーにテクノパークが開設されたが、国立 IT センタ
ーは、カザフスタンのアルマティーと比較して非常に安く研修を受けることができる。

国立 ITセンターは多くの研修生が集まることから、優れていると認識されている。 
(3)  情報分野に関する行動計画は、2003 年 3 年以降に作成され、UNDP から支援を受け

て実施されていたが、この 9月に終了している。 
(4)  大統領府の ICT 会議では、電子政府は運輸通信省、電子教育は教育科学青年政策省、

電子商業は通商貿易省がそれぞれ担当している。 
(5)  他国との ITに関する協力関係については、日本による国立 ITセンターはビジネスを

対象としており、インドによる ITセンターは幼稚園と学校を対象としている。 
(6)  国立 ITセンターが公務員の研修を支援することも検討している。 
  
４．  経済財務省 (Ministry Economy and Finance Information System division) 
(1)  キルギス国のコンピュータシステムは、装置が古くパフォーマンスが悪い。また、ロ
ーカルネットワークは、世銀から支援を受けて、4つのサーバからなるシステムを構築
している。行政機関のコンピュータは、政府のネットワークとインターネットに接続

されている。このシステムは、世銀、USAAID,DFID,EU-TACISの支援によりデータ
ベースの整備が行われている。 

(2)  学校卒業後、企業に採用され 1 年間の実務経験を積むが、給料が安いため高度な技術
者を雇用することができない。 

(3)  国立 IT センターは、安い費用で充実した研修を受けることができるが、参加者数は
十分ではない。 

 
５．  経済財務省 (Ministry Economy and Finance Aid coordination unit) 
(1)  キルギス国は、このプロジェクトの経済と教育に対する重要性は認識しており、新大
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統領令においても NITCプロジェクトをサポートすることを明確にしている。 
(2)  プロジェクトに対する補助金の継続については、中間評価の結果をもとに検討する。 
(3)  インドが行っている子供を対象とした IT 教育については承知していないし、IT 案件

については他のドナーとの調整も行っていないが、案件に対しては優先順位がついて

いる。国立 ITセンターは、ITに関してキルギス国における指導的なセンターである
と認識している。 

(4)  ミニッツへの署名については、デカンバエウ氏は不在であるので後日伝えることとす
る。 

 

Ｅ．その他 
１． 日本国大使館 
 ＜調査開始時＞ 

(1) 調査団から、当方から重点的に調査する事項として次の３項目について説明を行
った。 

 ① キルギス政府の IT政策の確認と ITマーケットの活性化 
② プロジェクト期間中の補助金の確認及びプロジェクト終了後の補助金の要請 
③ JCCの機能強化 

(2)  大使館から「想定していた需要よりも少ないようだが、事前の調査に問題がなか
ったのか？ また、革命は需要に影響しているのか？」との質問があり、「状況が

はっきりしない状態でのニーズ調査は非常に難しく、結果的には需要が少なかった。

また、革命前の政府は IT 政策を振興していたことから、革命による需要への影響
はあったかもしれない。」と説明した。 

(3)  大統領府の戦略開発及び分析局長のウクロク氏に対してプロジェクト・ディレク
ターへの就任を要請することとミニッツへの署名について説明した。 

 
＜調査終了時＞ 
(1)  調査団より、中間評価の調査結果について説明を行った。 
(2)  第三国研修は、来年度からの新たなプロジェクトとして計画しているが、プロジェ
クト終了後は、キルギス側が実施すると考えている。なお、第三国研修は、プロジ

ェクトの技術移転が順調に行われていることから、プロジェクトの終了前から行う

ものである。 
(3)  プロジェクト終了後の国立 ITセンターのオーナシップについては、今後キルギス
国で議論して決定する。 

(4)  補助金については、昨年の大統領令により、プロジェクト終了まで認められている
ことをキルギス政府から確認した。 

(5) プロジェクトの終了後は、NITC は TC に管理が移行することから、ウクロフ氏が
務める最初の TCの場において、今後どのように進めていくか検討したい旨、大使
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館側から発言があった。 
 

２． 日本センター 
(1)  当方から、国立 ITセンターの研修生の増加のためにも、日本センターと連携を図って

いくことが必要であることを説明した。 
(2) 日本センターから、国立 IT センターに対して、10 月に開催する観光に関するセミナ

ーにおいてホテルの予約に関して講演することと、ビジネスコースにおいてエクセル

を教えることについての協力依頼があった。 
(3)  聴覚障害者を対象としたパソコンを使用するためのコースにおいて、優秀な生徒に対

する指導をして頂きたい旨の要望があった。 
(4)  日本センターのビジネスコースは定員 50人に対して 150人の応募があり需要は多い。 
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に
対
す
る

O
D

A
政
策
の
重
点
と
し
、

20
00
年
の
九
州
・
沖
縄
サ
ミ

ッ
ト
以
降
、
多
く
の
国
で

IT
分
野
の
支
援
を
推
進
す
る
我
が
国
の
援
助
政
策
に
合
致
し
て
い
る
。

 
 

 

日
本
の
援
助

事
業
と
し
て

の
妥
当
性

  
 
他
国
に
対
す
る
日
本
の
技
術
の

有
用
性

 
日
本
の
同
分
野
で
の
協
力
実

績
 

JI
C

A
は

IT
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
数
多
く
の
国
々
で
手
が
け
て
き
て
お
り
、
本
分
野
に
お
け
る
支
援
の

経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
積
み
重
ね
に
よ
る
、
他
国
に
対
す
る
優
位
性
を
有
し
て
い
る
。

 
 

そ
の
他

 
他
ド
ナ
ー
の
類
似
事
業
と
の
連

携
・
デ
マ
ケ
は
明
確
か

 
他
ド
ナ
ー
活
動
に
係
わ
る
情

報
 

効
果
的
な

IT
研
修
機
関
を
育
成
す
る
こ
と
に
特
化
し
た
ド
ナ
ー
活
動
は
こ
れ
ま
で
一
つ
も
実
施
さ
れ
て
い
な

い
。
イ
ン
ド
が
近
い
将
来
、

IT
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
現
性
は

不
透
明
で
あ
る
。
他
ド
ナ
ー
が
何
ら
か
の

IT
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
際
に
は
、
キ
ル
ギ
ス
政

府
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
調
整
を
よ
く
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 
有
効
性

 
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
の
達
成

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
達
成
さ

れ
る
か

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
わ
る
数

量
デ
ー
タ

 
全
体
と
し
て
、

PD
M

*に
記
述
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
に
向
け
て
の
強
固
な
基
盤
が
適
切
に
整
備
さ

れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
基
礎
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
の
可
能
性
は
高
い
が
、

N
IT

C
の
財
務
的

な
自
立
発
展
性
に
つ
い
て
は
強
い
懸
念
が
残
る
。
こ
れ
ま
で
の
詳
細
実
績
は

An
ne

x 
2
を
参
照
。

4
つ
の
指
標

に
よ
る
達
成
度
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
。

 
• 
指
標
－

1：
 
当
初
想
定
に
反
し
て
未
就
業
（
求
職
中
）
の
研
修
生
は

2、
3
の
例
に
留
ま
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
現
行
指
標
を
利
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
度
合
い
の
測
定
は
不
適
切
で
あ
る
。
改
訂

PD
M
に
お
け
る
指
標
－

1
は
「

42
0
名
以
上
（
短
期
コ
ー
ス

40
0
名
と
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
コ
ー
ス

20
名
）

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
に

N
IT

C
コ
ー
ス
を
修
了
す
る
。」
と
変
更
し
た
。

 
• 
指
標
－

2：
 
中
間
評
価
時
の

N
IT

C
に
よ
る
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
は
有
効
回
答
数

31
の
会
社
の

内
、

24
社
（

77
%
）
が

N
IT

C
受
講
生
の
強
化
さ
れ
た
能
力
に
満
足
し
て
い
る
と
回
答
し
、
指
標
－

2
で

示
さ
れ
た

75
%
と
い
う
目
標
数
値
を
満
足
し
た
。
改
訂

PD
M
で
は
指
標
－

2 
の
文
章
を
よ
り
明
確
に
す

る
た
め
の
若
干
の
変
更
を
行
っ
た
。

 
• 
指
標
－

3：
 

N
IT

C
に
よ
る
継
続
的
な
質
問
票
調
査
で
は

90
%
以
上
の
コ
ー
ス
参
加
者
が

N
IT

C
に
対

す
る
高
い
満
足
度
を
示
し
て
お
り
、
指
標
の
目
標
値
で
あ
る

80
%
に
達
し
て
い
る
。

 
• 
指
標
－

4：
 
中
間
評
価
の
段
階
で
は

N
IT

C
の
（
財
務
的
）
自
立
発
展
性
は
疑
問
で
あ
る
。
詳
細
は
後

述
。
改
訂

PD
M
で
は
指
標
－

4
の
文
章
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
の
若
干
の
変
更
を
行
っ
た
。

 
O

D
A:
 

  
政
府
開
発
援
助

O
ffic

ia
l D

ev
el

op
m

en
t A

ss
ist

an
ce

 
 

PD
M

: 
      

 
Pr

oj
ec
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es

ig
n 

M
at

rix
 

 
 

 

－92－



 

５
項
目

 
 

評
価
設
問

 
必
要
な
情
報

/デ
ー
タ

 
評
価
結
果

 
 

大
項
目

 
小
項
目

 
 

 
有
効
性

 
キ
ル
ギ
ス

IT
人
材
育
成
へ

の
貢
献

 

応
募
者
数
・
受
講
生
数
は
増
加
し

て
い
る
か

 
コ
ー
ス
開
催
数
の
推
移

 
各
コ
ー
ス
応
募
者
数
・
受
講
生

数
の
推
移

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

• 
短
期
コ
ー
ス
：
 

N
IT

C
が
開
催
す
る
コ
ー
ス
数
は

20
05
年

10
－

12
月
期
の

4
コ
ー
ス
と

20
06
年

1
－

3
月
期
の

10
コ
ー
ス
か
ら
、

20
06
年

4－
6
月
期
に
は

16
コ
ー
ス
に
増
加
し
た
。
当
該
四
半
期
の
合

計
参
加
者
数
は
そ
れ
ぞ
れ

26
名
、

50
名
、

91
名
で
、
同
様
に
増
加
し
て
い
る
。

20
06
年

6
月
ま
で
の

1
年
間
の
合
計
参
加
者
数
は

16
7
名
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
計
時
に
主
要
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
位
置
づ
け
ら
れ
た
約

3
ヶ
月
を
要
す
る
長
期
コ
ー
ス
は
、
キ
ル
ギ
ス
の
大
学
卒
業
生
の
求
職
・
採
用
市

場
の
実
情
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
キ
ル
ギ
ス

IT
市
場
は
、
潜
在
的
な
高
度

IT
技

術
者
が
長
期
間
に
わ
た
る
体
系
的
な
研
修
コ
ー
ス
を
受
講
す
る
強
い
ニ
ー
ズ
を
持
つ
に
は
依
然
、
小
さ
く

未
成
熟
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
各
コ
ー
ス
の
充
足
率
（
定
員
に
対
す
る
参
加
者

数
）
を
上
げ
る
た
め
に
、

N
IT

C
は
コ
ー
ス
構
造
を
柔
軟
に
変
更
さ
せ
る
必
要
性
に
直
面
し
て
い
る
。
こ

の
分
析
を
受
け
て

N
IT

C
は
現
在
、
数
多
く
の
異
な
る
短
期
コ
ー
ス
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る

短
期
コ
ー
ス
の
組
合
せ
を
継
続
的
に
受
講
し
た
上
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
最
終
的

に
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
コ
ー
ス
を
形
成
す
る
コ
ー
ス
構
造
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
各
コ
ー
ス

12
名
の
定

員
に
対
す
る
充
足
率
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
の
い
く
つ
か
の
コ
ー
ス
で
ほ
ぼ
定
員
い
っ
ぱ
い
の
参
加
が

あ
る
も
の
の
、
平
均
で
約

50
％
と
依
然
、
低
水
準
に
留
ま
っ
て
い
る
。

 
• 
セ
ミ
ナ
ー
等
：
 

N
IT

C
は

IT
振
興
と

N
IT

C
の
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
周
知
、
啓
蒙
す
る
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
こ
れ
ま
で
に

11
回
開
催
し
、
合
計
で
約

30
0
名
の
参
加
を
得
て
い
る
。
ま
た
、

N
IT

C
は
設

備
稼
働
率
と
収
入
を
と
も
に
増
加
さ
せ
る
た
め
に
、

IT
リ
テ
ラ
シ
ー
・
コ
ー
ス
や
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
す
る
努
力
を
行
っ
て
い
る
。

 
 

 
受
講
生
の
満
足
度
は
高
い
か

  
 
受
講
生
の
満
足
度

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
」
で
の
記
述
の
よ
う
に
、
コ
ー
ス
参
加
者
と

N
IT

C
へ
の
受
講
生
派
遣
企
業
の

満
足
度
は
大
変
高
い
。

N
IT

C
の
質
問
票
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
満
足
度
も
同
様
に
高

い
。

 
 

 
受
講
生
の

IT
関
連
の
知
識
と
実

践
的
ス
キ
ル
は
向
上
し
た
か

 
受
講
生
の
認
識

 
受
講
企
業
・
産
業
界
の
認
識

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

中
間
評
価
調
査
時
の

N
IT

C
に
よ
る
企
業
管
理
者
に
対
す
る
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
れ
ば
、3

3
社（
人
）

の
回
答
中
、

27
社
（
人
）（
＝

82
%
）
が
、
参
加
者
が

N
IT

C
研
修
で
得
た
知
識
と
ス
キ
ル
を
利
用
し
た
結
果
、

業
務
の
生
産
性
と
品
質
を
向
上
さ
せ
た
と
回
答
し
て
お
り
、
受
講
生
の

IT
知
識
と
実
践
的
ス
キ
ル
が
向
上
し

た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

 
 

 
N

IT
C
の
評
判
は
高
い
か

 
産
業
界
・
企
業
の
認
識

 
一
般
大
衆
に
対
し
て

N
IT

C
の
名
前
と
コ
ー
ス
を
周
知
さ
せ
る
継
続
的
な
努
力
が
行
わ
れ
る
一
方
、
中
間
評
価

に
お
け
る
い
く
つ
か
の
面
接
調
査
に
よ
れ
ば
、
多
く
の

IT
関
連
の
人
々
を
除
き
、

N
IT

C
の
（
良
い
）
評
判
が

す
で
に
広
く
浸
透
し
た
と
は
言
え
な
い
と
評
価
さ
れ
る
。
質
の
高
い
卒
業
生
を
輩
出
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
コ
ー
ス
参
加
者
を
得
る
こ
と
に
よ
る
好
循
環
形
成
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
有
効
性
向
上
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
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評
価
設
問

 
５
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
情
報

/デ
ー
タ

 
評
価
結
果

 

有
効
性

 
目
標
達
成
に
貢
献

す
る
要
因

 
C

/P
の
技
術
は
向
上
し
た
か

技
術
移
転
を
受
け
た

C
/P

数
・
割
合

 
C

/P
に
よ
る
技
術
移
転
評
価

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
含
む
合
計

17
名
の

C
/P
が

7
分
野
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
に
お
い
て
日
本
人

専
門
家
の
技
術
移
転
を
受
け
、
計

6
名
の

C
/P
が
本
邦
研
修
を
受
け
た
。
技
術
移
転
の
前
後
に
お
け
る
日
本

人
専
門
家
に
よ
る

C
/P
の
詳
細
な
技
術
能
力
を
計
測
し
た
「
技
術
移
転
評
価
」
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

結
果
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の

C
/P
が
担
当
分
野
に
お
い
て
満
足
す
べ
き
水
準
ま
で
の
能
力
向
上
を
果
た
し
て

い
る
。

N
IT

C
に
よ
る
コ
ー
ス
参
加
者
に
対
す
る
質
問
票
調
査
で
は
、

90
%
以
上
が
講
師
に
満
足
し
た
と
回
答

し
て
お
り
、

PD
M
で
定
義
さ
れ
た

80
%
の
目
標
値
を
達
成
し
て
い
る
。

 
 

コ
ー
ス
運
営
に
係
わ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
適
切
に
整

備
さ
れ
毎
年
、
更
新
さ
れ
た

か
 

各
科
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作

成
・
更
新
実
績

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

研
修
コ
ー
ス
で
必
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
第
二
フ
ェ
ー
ズ
開
始
か
ら

1
年
以
内
に
適
切
に
開
発
さ
れ
、

C
/P
と

日
本
人
専
門
家
の
双
方
に
よ
っ
て
時
々
、
改
訂
さ
れ
て
お
り
、

PD
M
で
定
義
さ
れ
た
指
標
の
条
件
に
合
致
し

て
い
る
。

 

 
研
修
に
必
要
な
施
設
と
機

材
が
適
切
に
整
備
さ
れ
、
利

用
さ
れ
た
か

 

施
設
利
用
デ
ー
タ

 
利
用
し
た
機
材
の
種
類
と
頻

度
 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

施
設
と
機
材
は
適
切
に
設
置
、
利
用
、
保
守
さ
れ
た
。
レ
ジ
ス
タ
ー
ブ
ッ
ク
が
定
期
的
、
適
切
に
改
訂
さ
れ
て

お
り
、

PD
M
上
の
指
標
の
条
件
に
合
致
し
て
い
る
。
コ
ー
ス
数
と
ク
ラ
ス
数
が
増
加
し
て
い
る
が
、
教
室
と

機
材
の
稼
働
率
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
向
上
の
余
地
が
あ
る
。

 

 

 

研
修
用
教
材
、
講
師
用
サ
ブ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

の
知
的
資
産
の
整
備
が
進

ん
だ
か

 

各
科
目
の
教
材
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
作
成
実
績

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

研
修
コ
ー
ス
で
必
要
な
す
べ
て
の
教
材
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
適
切
に
開
発
さ
れ
た
。

N
IT

C
に
よ
る
コ
ー
ス
参
加

者
に
対
す
る
質
問
票
調
査
で
は

80
%
以
上
が
教
材
に
満
足
し
て
お
り
、

PD
M
で
定
義
さ
れ
た
指
標
の
条
件
に

合
致
し
て
い
る
。
教
材
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

C
/P
と
日
本
人
短
期
専
門
家
に
よ
っ
て
時
々
、
改
訂
さ
れ
て
お
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
は

C
/P
自
身
に
よ
っ
て
改
訂
可
能
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

 
 

 
研
修
コ
ー
ス
は
円
滑
に
運

営
さ
れ
た
か

 
各
コ
ー
ス
運
営
実
績

 
受
講
生
リ
ス
ト
と
定
員
充
足

率
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
設
計
さ
れ
た
す
べ
て
の
研
修
コ
ー
ス
が
実
施
可
能
な
状
態
と
な
っ
た
が
、
体
系
的
な
研
修
ス

キ
ー
ム
に
基
づ
く
長
期
間
に
わ
た
る
研
修
コ
ー
ス
に
対
す
る
不
十
分
な
需
要
に
よ
っ
て
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
コ
ー

ス
の
最
終
段
階
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
い
ま
だ
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

1
コ
ー
ス

12
名
の

定
員
に
対
す
る
平
均
充
足
率
は
約

50
%
と
相
対
的
に
低
い
水
準
に
留
ま
っ
て
い
る
。
改
訂

PD
M
で
は
、
指
標

5-
1
を
「
コ
ー
ス
修
了
（
合
格
）
者
比
率
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
を
通
し
て
平
均

70
%
以
上
と
な
る
」
に
、
指

標
5-

2
を
「

80
%
以
上
の
受
講
生
が
研
修
コ
ー
ス
に
満
足
す
る
」
に
改
訂
し
た
。
こ
れ
は
、
い
ま
だ
初
期
発
展

段
階
に
あ
る
キ
ル
ギ
ス

IT
市
場
に
お
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
変
化
す
る
参
加
者
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し

よ
う
と
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
指
標
が
必
ず
し
も
適
切
な
指
標
で
は
な
か
っ
た
と
の
判
断
に
よ
る
。

 
 

 
広
報
活
動
は
十
分
に
行
わ

れ
た
か

 
 

広
報
活
動
記
録

 
産
業
界
・
企
業
の
認
識

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
広
報
は
、
新
聞
広
告
・
記
事
、
テ
レ
ビ
放
送
、
整
備
さ
れ
た

PR
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
っ
た
電

話
に
よ
る
潜
在
顧
客
企
業
へ
の
直
接
勧
誘
等
に
よ
り
十
分
に
実
施
さ
れ
た
。

N
IT

C
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
立
ち
上

が
り
頻
繁
に
維
持
・
更
新
さ
れ
て
お
り
、
広
報
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
た
め
の
大
変
効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て

機
能
し
て
い
る
。
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評
価
設
問

 
５
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
情
報

/デ
ー
タ

 
評
価
結
果

 

有
効
性

 
 

C
/P
の
異
動
や
辞
任
が
影
響

し
た
度
合
い
は

 
異
動
・
離
職
の
件
数
・
理
由

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 
2
名
の
主
任
講
師
を
含
む

7
名
の

C
/P
が

N
IT

C
を
離
職
し
た
が
、
技
術
移
転
と
研
修
の
円
滑
か
つ
タ
イ
ム
リ

ー
な
実
施
に
は
支
障
を
き
た
さ
な
か
っ
た
。

 
 

目
標
達
成
を
阻
害

す
る
要
因

 
N

IT
C
は
十
分
な
予
算
を
得

ら
れ
た
か

 
年
間
予
算
・
財
務
諸
表

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 
N

IT
C
は
赤
字
を
計
上
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
各
コ
ー
ス
へ
の
参
加
者
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

N
IT

C
講
師
・
ス
タ
ッ
フ
の
賃
金
レ
ベ
ル
は
期
待
し
た
水
準
に
比
べ
て
低
迷
し
て
い
る
。
キ
ル
ギ
ス
政
府
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
期
間
中
、
年
間
最
低

50
0
万
ソ
ム
の
補
助
金
支
出
を
コ
ミ
ッ
ト
し
て
お
り
、
実
際
の
支
出
額
は
年
間

40
0

万
～

43
0
万
ソ
ム
だ
っ
た
。

 
効
率
性

 
日
本
側
投
入
の
適

切
さ

 
長
期
専
門
家
の
派
遣
人
数
、

専
門
分
野
、
派
遣
時
期
は
適

切
か

 

長
期
専
門
家
派
遣
記
録

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 
1
名
の
長
期
専
門
家
が
業
務
調
整
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。

PD
M
で
定
義
さ
れ
た
も
う

1
名
の
長
期
専
門
家

（
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）
は
長
期
専
門
家
で
な
く
短
期
専
門
家
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
日
本
側
投
入
の
効
率
性
向
上

に
寄
与
し
た
。
中
間
評
価
の
質
問
票
・
面
接
調
査
か
ら
は
、
長
期
専
門
家
の
専
門
分
野
や
資
質
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
成
果
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
方
向
を
定
め
る
の
に
十
分
か
つ
極
め
て
優
れ
て
い
た
と
評
価
さ
れ
る
。

 
 

 
短
期
専
門
家
の
派
遣
人
数
、

専
門
分
野
、
派
遣
時
期
は
適

切
か

 

短
期
専
門
家
派
遣
記
録

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 
こ
れ
ま
で
に
合
計

7
名
の
短
期
専
門
家
が
技
術
移
転
の
た
め
に
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。

IT
教
育
を
兼
務
す

る
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
こ
れ
ま
で
の

16
ヶ
月
に
わ
た
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
、
約

11
ヶ
月
を
現
地
で
過

ご
し
て
お
り
、
技
術
移
転
の
適
切
な
管
理
と
日
本
側
投
入
の
効
率
性
向
上
に
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
中
間
評

価
に
お
け
る
質
問
票
・
面
接
調
査
に
よ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
短
期
専
門
家
の
資
質
と
専
門
性
は
、
効
率
的
な
技

術
移
転
を
実
施
す
る
上
で
適
切
だ
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
期
段
階
で
す
べ
て
の
短
期
専
門
家
派

遣
の
遅
れ
が
発
生
し
、
技
術
移
転
と
研
修
コ
ー
ス
の
開
発
・
実
施
の
適
切
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
阻
害
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
率
性
を
大
き
く
減
少
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 
 

 
本
邦
研
修
の
受
入
人
数
、
分

野
、
研
修
内
容
、
研
修
期
間
、

受
入
時
期
は
適
切
か

 

C
/P
本
邦
研
修
記
録

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 
こ
れ
ま
で
計

6
名
の

C
/P
が
本
邦
研
修
を
受
け
た
。
中
間
評
価
で
の

C
/P
に
対
す
る
質
問
票
調
査
結
果
に
示

さ
れ
る
よ
う
に
、
研
修
内
容
と
期
間
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
率
性
を
高
め
る
上
で
適
切
だ
っ
た
。
し
か
し
、
高

度
IT
研
修
に
お
け
る
よ
り
実
践
的
な
側
面
が
強
調
さ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
と
の

C
/P
の
声
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。 

 
 

供
与
機
材
の
種
類
、
量
、
設

置
時
期
は
適
切
か

 
機
材
配
置
状
況

 
機
材
利
用
状
況

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

必
要
な
機
材
は
適
切
に
供
与
さ
れ
た
。
研
修
コ
ー
ス
数
が
増
加
し
て
お
り
、
教
室
と
機
材
の
稼
働
率
は
上
が
っ

て
い
る
が
、
さ
ら
に
稼
働
率
向
上
の
余
地
が
あ
る
。
中
間
評
価
の
質
問
票
調
査
で
は
、

N
IT

C
講
師
と
受
講
生

の
双
方
が
機
材
の
タ
イ
プ
と
質
が
非
常
に
優
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

 
 

キ
ル
ギ
ス
側
投
入

の
適
切
さ

 
C

/P
の
人
数
、
配
置
状
況
、

能
力
は
適
切
か

 
C

/P
配
置
状
況

 
C

/P
稼
動
実
績

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
教
務
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
オ
フ
ィ
ス
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
加
え
て
、

7
名
の

主
任
講
師
と
７
名
の
補
助
講
師
が
主
要
な

C
/P
と
し
て
適
切
に
確
保
さ
れ
た
。
2
名
の
主
任
講
師
と

5
名
の
補

助
講
師
が
す
で
に

N
IT

C
を
離
職
す
る
か
配
置
換
え
さ
れ
て
い
る
が
、

C
/P
配
置
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
円
滑
な

実
施
を
可
能
に
す
る
上
で
十
分
だ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
期
待
さ
れ
て
い
る
高
水
準
の

IT
研
修
を
維
持
す
る

た
め
に
講
師
に
対
す
る
評
価
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
、
特
定
講
師
を
別
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
異

動
さ
せ
る
等
の
措
置
も
取
ら
れ
て
い
る
。
中
間
評
価
に
お
け
る
質
問
票
・
面
接
調
査
で
は
、
現
在
の

C
/P
は

意
欲
が
高
い
上
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
、
イ
ン
パ
ク
ト
、
自
身
の
役
割
に
関
す
る
理
解
度
も
高
く
、
日
本
人
専

門
家
と
の
頻
繁
か
つ
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
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５
項
目

 
評
価
設
問

 
必
要
な
情
報

/デ
ー
タ

 
評
価
結
果

 
 

大
項
目

 
小
項
目

 
 

 
効
率
性

 
キ
ル
ギ
ス
側
投
入

の
適
切
さ

 
所
長
、
講
師
、
ス
タ
ッ
フ
の

配
置
は
適
切
か

 
 

所
長
・
コ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
・
講
師
・
ス
タ
ッ
フ
配
置
状

況
 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

N
IT

C
所
長
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
点
か
ら
配
置
さ
れ
た
。

1
名

の
教
務
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

1
名
の
オ
フ
ィ
ス
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
配
置
さ
れ
た
が
、
後
者
は
す
で
に

N
IT

C
を

離
職
し
て
お
り

JI
C

A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（

1
名
）
が
こ
の
責
務
を
代
行
し
て
い
る
。

3
名
の

総
務
ス
タ
ッ
フ
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
内

2
名
が
残
っ
て
い
る
。
現
在
の
す
べ
て
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
ス
タ
ッ
フ

は
高
い
意
欲
を
持
ち
、
日
本
人
専
門
家
と
の
頻
繁
か
つ
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
れ
て
い
る
。

 
 

 
建
物
、
施
設
の
量
、
大
き
さ
、

利
便
性
は
適
切
か

 
建
物
・
施
設
の
現
状

 
受
講
生
の
認
識

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

施
設
の
質
と
大
き
さ
は
適
切
だ
と
判
断
さ
れ
る
。

N
IT

C
の
継
続
的
な
努
力
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当

初
の
レ
ベ
ル
に
比
べ
て
、
施
設
の
質
と
大
き
さ
は
大
き
く
改
善
し
た
。
中
間
評
価
で
の
質
問
票
・
面
接
調
査
で

は
多
く
の
参
加
者
が

N
IT

C
の
建
物
と
施
設
に
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

 
 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
は

適
正
規
模
か

 
年
度
別
予
算
・
財
務
報
告

 
N

IT
C
側
コ
ス
ト
実
績

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

N
IT

C
の

20
05
年
予
算
規
模
は
政
府
補
助
金

41
5
万
ソ
ム
を
含
む

45
0
万
ソ
ム
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
運
営

上
の
赤
字
は
計
上
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

N
IT

C
講
師
・
ス
タ
ッ
フ
の
賃
金
レ
ベ
ル
は
各
コ
ー
ス
参
加
者
数

の
低
迷
に
よ
り
想
定
よ
り
も
低
い
水
準
に
留
ま
っ
て
お
り
、
コ
ー
ス
参
加
者
増
加
に
よ
る
収
入
増
加
と
キ
ル
ギ

ス
政
府
に
よ
る
継
続
的
な
予
算
割
り
当
て
が
期
待
さ
れ
る
。

 
 

 
キ
ル
ギ
ス
人
講
師
の
リ
ク

ル
ー
ト
、
育
成
の
た
め
の
方

法
は
適
切
か

 

リ
ク
ル
ー
ト
・
講
師
育
成
シ
ス

テ
ム

 
キ
ル
ギ
ス
人
講
師
実
績

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

N
IT

C
か
ら
何
人
か
の
講
師
が
す
で
に
離
職
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
特
段
の
問
題
が
発
生
し
な
か
っ
た
事
実

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

N
IT

C
講
師
の
採
用
・
訓
練
シ
ス
テ
ム
は
適
切
に
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
体
制
の
適
切
さ

JC
C

*は
適
切
に
機
能
し
た

か
 

JC
C
開
催
実
績
・
議
事
録

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 
JC

C
が

2
回
開
催
さ
れ
、

N
IT

C
活
動
実
績
に
関
す
る
情
報
共
有
、
成
果
の
確
認
、
計
画
に
係
わ
る
提
言
が
関

係
機
関
の
間
で
適
切
に
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、

20
05
年

3
月
以
降
の
政
権
交
代
後
の
実
質
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
不
在
に
よ
り
、

JC
C
は
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
に
は
効
果
的
に
機
能
し
て
い
な
い
。

 
 

 
N

IT
C
内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は

定
期
的
に
行
わ
れ
た
か

 
会
議
開
催
実
績

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 
週

1
回
の
定
例
会
議
と
必
要
に
応
じ
た
会
議
が
効
果
的
に
開
催
さ
れ
、
キ
ル
ギ
ス
人
講
師
・
ス
タ
ッ
フ
と
日
本

人
専
門
家
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
増
加
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
メ
ン
バ
ー
の
た
め

の
メ
ー
リ
ン
グ
・
リ
ス
ト
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
効
率
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

 
 

 
日
本
人
専
門
家
と
キ
ル
ギ

ス
側

C
/P
、
講
師
の
間
で
の

理
解
は
高
ま
っ
た
か

 

会
議
で
の
討
議
項
目

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
程

度
 

中
間
評
価
の
質
問
票
・
面
接
調
査
に
よ
れ
ば
、

C/
P、
講
師
と
日
本
人
専
門
家
と
の
間
の
相
互
理
解
と
信
頼
が

非
常
に
よ
く
形
成
さ
れ
、
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
コ
ス
ト

 
総
投
入
コ
ス
ト
は
妥
当
か

 
総
投
入
コ
ス
ト

 
 

JI
C

A
の
他
の

IT
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
比
較
す
る
と
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
総
投
入
コ
ス
ト
に
お
い
て

ほ
ぼ
同
等
の
効
率
性
を
有
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

 
 

 
１
回
の
コ
ー
ス

/セ
ミ
ナ
ー

実
施
に
係
る
ユ
ニ
ッ
ト
･コ

ス
ト
は
妥
当
か

 

研
修
コ
ー
ス

/セ
ミ
ナ
ー
の
ユ

ニ
ッ
ト
・
コ
ス
ト

 
N

IT
C
は
想
定
よ
り
も
多
い
数
の
コ
ー
ス
を
開
催
し
て
お
り
、
研
修
の
ユ
ニ
ッ
ト
コ
ス
ト
は
相
対
的
に
小
さ
い

と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
、
平
均
充
足
率
が

50
%
し
か
無
い
こ
と
に
よ
り
、
研
修
生

1
人
当
た
り
の
ユ
ニ
ッ

ト
・
コ
ス
ト
は
想
定
よ
り
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
効
率
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。

 
JC

C
: 

 J
oi

nt
 C

oo
rd

in
at

in
g 

C
om

m
itte

e 
（
合
同
調
整
委
員
会
）
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評
価
設
問

 
５
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
情
報

/デ
ー
タ

 
評
価
結
果

 

イ
ン
パ
ク
ト

 
上
位
目
標
達
成

の
見
込
み

 
上
位
目
標
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
終
了
後

3-
7
年
に
達
成
さ

れ
る
か

 

産
業
界
の
意
見

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 
中
間
評
価
時
点
で
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
「
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
内
の

IT
市
場
で
必
要
と
さ
れ
る
高
度

IT
技

術
者
が
十
分
に
供
給
さ
れ
る
」
と
い
う
上
位
目
標
を
達
成
す
る
見
込
み
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の

評
価
は

2
つ
の
重
要
な
視
点
を
含
ん
で
い
る
。
第

1
は
、

N
IT

C
が
高
度
な

IT
研
修
の
運
営
と
管
理
を
自
分
自

身
で
行
え
る
ほ
ど
に
十
分
に
能
力
を
高
め
つ
つ
あ
る
と
は
言
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
の
自
立
発
展
性
を
確

保
す
る
こ
と
が
上
位
目
標
達
成
の
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
る
こ
と
。
第

2
は
、
い
ま
だ
小
規
模
か
つ
未
成
熟
な

キ
ル
ギ
ス

IT
市
場
に
よ
っ
て
、
キ
ル
ギ
ス
国
内
の
高
度

IT
技
術
者
需
要
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
ら
な
い
可
能

性
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
上
位
目
標
の
達
成
を
相
対
的
に
容
易
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

真
に
期
待
さ
れ
る
、
よ
り
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

IT
利
用
と

IT
市

場
の
促
進
・
振
興
と

PD
M
上
の
外
部
条
件
の
確
保
に
向
け
た
真
摯
な
努
力
を
キ
ル
ギ
ス
政
府
が
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
改
訂

PD
M
で
は
上
位
目
標
に
お
け
る
「

IT
 in

du
st

ry
」
と
い
う
言
葉
を
「

IT
 m

ar
ke

t」
に
変

更
し
て
現
状
に
合
致
さ
せ
た
。
同
時
に
、
指
標
も
そ
の
計
測
が
よ
り
可
能
に
な
る
よ
う
に
「

N
IT

C
研
修
生
の

数
が
定
常
的
に
前
年
に
比
べ
て
増
加
す
る
」
に
変
更
し
た
。

 
 

経
済
面
へ
の
波

及
効
果

 
受
講
生
の

IT
知
識
・
ス
キ
ル

の
向
上
が

IT
企
業
・
産
業
界

の
業
績
向
上
に
貢
献
し
て

い
る
か

 

IT
セ
ク
タ
ー
の
経
済
・
財
務
指

標
 
産
業
界
・
企
業
の
認
識

 

コ
ー
ス
参
加
者
と

N
IT

C
に
研
修
生
を
派
遣
し
た
企
業
管
理
者
は
、
コ
ー
ス
参
加
者
が

IT
の
知
識
と
ス
キ
ル

の
両
面
で
の
大
き
な
能
力
向
上
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
実
際
の
業
績
向
上
に
係
わ
る
計
測
可
能

な
デ
ー
タ
を
得
る
に
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。
同
時
に
、
期
待
さ
れ
る
、
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
実
現
す
る

た
め
に
は
コ
ー
ス
参
加
者
を
さ
ら
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 
 

社
会
面
へ
の
波

及
効
果

 
 

N
IT

C
の
活
動
に
よ
り
、
日

本
へ
の
理
解
・
関
心
が
高
ま

っ
た
か

 

受
講
生
の
認
識

 
産
業
界
・
企
業
の
認
識

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
キ
ル
ギ
ス
と
日
本
の
協
力
関
係
が
次
第
に
広
く
周
知
さ
れ
始
め
て
い
る
。
本
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
効
果
的
な
研
修
を
受
け
た
卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
大
す
る
こ
と
が
将
来
、
両
国
間
の
関
係

を
よ
り
強
固
に
す
る
こ
と
に
貢
献
し
う
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る

2
国
間
の
協
力
関
係
が
よ
り
広
く
周

知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
両
国
の
相
互
理
解
が
よ
り
強
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 
 

そ
の
他
の
波
及

効
果

 
他
の
大
学
、
類
似
機
関
等
へ

の
正
負
の
影
響
が
あ
る
か

 
他
大
学
、
類
似
研
修
機
関
の
活

動
状
況

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

N
IT

C
が
キ
ル
ギ
ス

IT
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
実
践
的
か
つ
高
度
な

IT
研
修
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う

評
判
が
高
ま
り
、
他
の

IT
研
修
機
関
に
対
し
て
効
果
的
な

IT
研
修
の
モ
デ
ル
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ

が
実
現
す
る
と
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
将
来
、
裨
益
者
数
を
増
大
さ
せ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

 
  

 
 

当
初
予
想
し
な
か
っ
た
正

負
の
影
響
は
あ
る
か

 
 

予
想
外
の
イ
ン
パ
ク
ト
事
例

 
企
業
・
産
業
界
の
認
識

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

N
IT

C
は
地
方
の
大
学
教
官
を
無
料
で
招
き

N
IT

C
研
修
を
体
験
さ
せ
て
出
身
大
学
で
現
代
的
な

IT
ス
キ
ル
を

実
践
さ
せ
る
努
力
を
し
て
き
た
が
、
こ
れ
は
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
の
縮
小
に
貢
献
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

教
室
と
機
材
の
不
稼
動
時
間
を
利
用
し
て

N
IT

C
は
、

IT
リ
テ
ラ
シ
ー
・
コ
ー
ス
、
障
害
者
の
た
め
の
職
業
訓

練
、
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
し
て
お
り
、
キ
ル
ギ
ス
国
内
の
よ
り
多
く
の
人
々
の

IT
へ
の
理
解
と

IT
知
識
を
増
加
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
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５
項
目

 
評
価
設
問

 
必
要
な
情
報

/デ
ー
タ

 
評
価
結
果

 
 

大
項
目

 
小
項
目

 
 

 
自
立
発
展
性

 
制
度
面

 
N

IT
C
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
位
置

づ
け
は
明
確
か

 
N

IT
C
ビ
ジ
ョ
ン
と
位
置
づ
け

企
業
・
産
業
界
の
認
識

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

高
度

IT
技
術
者
の
た
め
の
効
果
的
か
つ
実
践
的
な
研
修
実
施
機
関
と
い
う

N
IT

C
の
位
置
づ
け
は
明
確
に
定

義
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
理
解
と
支
持
（
賞
賛
）
が
多
く
の
関
係
者
の
間
で
共
有
さ
れ
始
め
て
い
る
。

 

 
 

関
係
省
庁
の
支
援
は
継
続

し
て
受
け
ら
れ
る
か

 
キ
ル
ギ
ス
政
府
の
支
援
の
継

続
性

 
関
係
機
関
と
の
連
携
状
況

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

多
く
の
政
府
関
連
機
関
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
高
い
理
解
を
示
し
間
接
的
な
関
与
を
し
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
支
援
の
具
体
的
措
置
を
伴
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

N
IT

C
の
活
動
と
評
判
を
さ

ら
に
拡
大
す
る
た
め
に
関
連
政
府
機
関
に
よ
る
、
な
お
一
層
の
努
力
が
期
待
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
管
理
機
構
で
あ
る

JC
C
が
実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
指
名
に
よ
っ
て
早
期
に
強

化
さ
れ
る
こ
と
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に

N
IT

C
の
制
度
的
な
自
立
発
展
性
を
高
め
る
上
で
重
要
で
あ

る
。
こ
の
関
連
に
お
い
て
、

N
IT

C
の
管
理
機
構
で
あ
る
指
導
評
議
会
（

Tu
to

ria
l C

ou
nc

il: 
TC
）
の
新
た
な

委
員
指
名
に
係
わ
る
大
統
領
令
が

20
06
年

10
月

9
日
に
公
布
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
の

N
IT

C
の

制
度
的
な
自
立
発
展
性
確
保
の
上
で
、
キ
ル
ギ
ス
政
府
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
示

す
良
い
証
左
と
な
っ
た
。

 
 

組
織
面
 

適
切
な
人
員
配
置
は
計
画

さ
れ
て
い
る
か

 
人
員
配
置
計
画
と
定
着
状
況

 
ス
タ
ッ
フ
研
修
計
画

 
人
事
管
理
の
状
況

 

N
IT

C
の
組
織
は
適
切
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
能
力
向
上
し
た

N
IT

C
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
講
師
、
ス
タ
ッ
フ

の
数
は
現
時
点
で
の
日
常
の
業
務
運
営
を
行
う
に
は
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
組
織
の
技
術
的
な
自
立
発

展
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
主
任
講
師
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。
と
い
う
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

設
計
に
比
べ
て

N
IT

C
の
給
与
が
低
い
水
準
に
留
ま
っ
て
お
り
、

N
IT

C
主
任
講
師
が
よ
り
高
い
給
与
で
他
の

職
業
に
就
け
る
多
く
の
機
会
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が

N
IT

C
を
離
職
す
る
可
能
性
が
相
対
的
に
高

い
か
ら
で
あ
る
。

N
IT

C
講
師
と
ス
タ
ッ
フ
の
給
与
水
準
を
上
げ
る
こ
と
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
組
織
面
で

の
自
立
発
展
性
を
高
め
る
上
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

 
 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
継
続
の
た

め
の
運
営
管
理
能
力
は
あ

る
か

  
 

運
営
管
理
計
画

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 
一
部
の
運
営
管
理
が
日
本
側
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

N
IT

C
は
運
営
管
理
の
十
分
な
能
力
を
す

で
に
有
し
て
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
す
る
高
い
水
準
の
能
力
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
潜
在
的

な
顧
客
や

N
IT

C
と
の
効
果
的
な
協
働
を
構
築
で
き
る
組
織
に
対
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
適
切
に
行
え
る
能
力
を
身
に
付
け
、
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
こ
の
努
力
は
キ
ル
ギ
ス
人
ス
タ
ッ
フ
が
自
ら
主
導
、
実
施
、
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

 
 

N
IT

C
及
び
各
コ
ー
ス
の
事

業
計
画
は
策
定
さ
れ
て
い

る
か

 

N
IT

C
事
業
計
画
表

 
コ
ー
ス

/セ
ミ
ナ
ー
運
営
計
画

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

N
IT

C
全
体
と
各
コ
ー
ス
の
運
営
に
係
わ
る
内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
講
師
配
置
は
明
確
に
規
定
（
策
定
）
さ

れ
て
い
る
が
、
統
合
化
さ
れ
た
年
度
計
画
や
長
期
計
画
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
策
定
さ
れ
て
い
な
い
。

N
IT

C
は
自
立
発
展
性
確
保
の
た
め
に
、
今
後
コ
ー
ス
実
施
計
画
、
予
算
計
画
、
人
員
計
画
を
含
め
た
、
よ
り
体
系
的

な
年
間
計
画
を
策
定
し
、
継
続
的
、
効
果
的
に
そ
れ
を
評
価
・
検
証
し
て
い
く
仕
組
み
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。 
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評
価
設
問

 
５
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
情
報

/デ
ー
タ

 
評
価
結
果

 

自
立
発
展
性

 
財
務
面

 
N

IT
C
の
財
務
状
況
は
良
好

か
 

N
IT

C
財
務
デ
ー
タ

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 
N

IT
C
は
赤
字
こ
そ
計
上
し
て
い
な
い
が
、
財
務
状
況
は
良
好
で
な
い
と
評
価
さ
れ
る
。
各
コ
ー
ス
参
加
者
数

が
少
な
い
こ
と
か
ら
総
収
入
は
少
な
め
に
推
移
し
て
お
り
そ
の
結
果
、

N
IT

C
講
師
・
ス
タ
ッ
フ
の
給
与
レ
ベ

ル
は
想
定
よ
り
も
低
い
水
準
に
留
ま
っ
て
い
る
。
キ
ル
ギ
ス
政
府
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
、
最
低

50
0
万

ソ
ム
の
補
助
金
を
拠
出
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
が
、実
際
の
拠
出
額
は
年
間

40
0－

43
0万
ソ
ム
だ
っ
た
。

N
IT

C
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
財
務
的
な
自
立
発
展
性
を
確
保
す
る
た
め
の
強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

有
す
る
が
、
政
府
の
継
続
的
な
財
務
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
無
い
た
め
に
中
間
評
価
時
点
で
は
深
刻
な
財
務
的

脆
弱
性
を
抱
え
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

 
 

自
主
財
源
確
保
の
取
り
組

み
は
順
調
か

 
自
己
収
入
額
・
費
用
回
収
率

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 
N

IT
C
は

IT
リ
テ
ラ
シ
ー
・
コ
ー
ス
や
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
様
々
な
収
入
創
出
活
動
を
拡
大

す
る
努
力
を
続
け
て
い
る
。2

00
6
年

4－
6
月
期
の
こ
れ
ら
拡
張
事
業
に
よ
る
収
入
は
約

2,
15

0
ド
ル
に
の
ぼ

り
、
政
府
予
算
（
補
助
金
）
部
分
を
含
ま
な
い
自
己
収
入
総
額
の

24
%
を
占
め
た
。
今
後
、
様
々
な
収
入
源

を
増
や
す
一
層
の
努
力
の
継
続
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
動
き
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。

 
 

 

産
業
界
の
財
務
面
で
の
支

援
は
期
待
で
き
る
か

 
企
業
・
産
業
界
の
認
識

 
キ
ル
ギ
ス
産
業
界
か
ら
の
直
接
的
な
資
金
援
助
は
無
か
っ
た
。
い
く
つ
か
の
企
業
が

N
IT

C
の
主
要
顧
客
と
な

っ
て
き
て
お
り
潜
在
的
な
財
務
支
援
者
と
な
り
う
る
が
、
同
国
の
依
然
、
矮
小
か
つ
未
成
熟
な

IT
市
場
を
考

え
る
と
、
将
来
的
な
資
金
援
助
増
加
の
兆
し
を
認
め
る
に
は
い
ま
だ
時
期
尚
早
で
あ
る
。

 
 

技
術
面

 
技
術
移
転
し
た

C
/P
は
定

着
す
る
と
期
待
で
き
る
か

 
C

/P
定
着
状
況

 
専
門
家
の
認
識

 
現
在
の

C
/P
は
、
効
果
的
で
高
度
な

IT
研
修
機
関
を
つ
く
る
と
い
う
挑
戦
的
な
仕
事
を
持
ち
、
二
国
間
の
混

在
し
た
文
化
（
環
境
）
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

N
IT

C
で
継
続
的
に
働
く
意
欲
を
有
し
て
い
る
。
し
か

し
、
既
述
の
よ
う
に
彼
ら
の
給
与
水
準
は
期
待
値
よ
り
も
低
く
民
間
企
業
の

IT
技
術
者
レ
ベ
ル
よ
り
も
低
い
。

業
務
が
徐
々
に
日
々
の
運
営
の
た
め
の
繰
り
返
し
に
な
っ
て
く
れ
ば
く
る
ほ
ど
、
彼
ら
が

N
IT

C
を
離
職
す
る

可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

N
IT

C
講
師
・
ス
タ
ッ
フ
の
適
宜
の
交
代
に
対
応
で
き
る
組
織
運

営
方
法
が
確
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
同
時
に
雇
用
条
件
の
改
善
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

 
 

 
キ
ル
ギ
ス
側
ス
タ
ッ
フ
だ

け
で
コ
ー
ス
運
営
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
か

 

人
事
計
画

 
事
業
計
画

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

N
IT

C
の

C
/P
は
実
践
的
側
面
と
、よ
り
多
く
の
経
験
等
の
継
続
的
な
改
善
に
係
わ
る
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、

現
在
、
実
施
中
の
コ
ー
ス
を
計
画
・
運
営
す
る
十
分
な
能
力
を
有
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
と
終
了

後
に
キ
ル
ギ
ス
側
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で

N
IT

C
を
運
営
・
管
理
し
て
い
け
る
可
能
性
は
大
変
高
い
と
思
わ
れ
る
。

 
 

 
教
材
そ
の
他
の
知
的
資
産

は
量
的
に
増
加
、
質
的
に
向

上
し
て
い
る
か

 

教
材
類
作
成
実
績

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 
開
発
・
運
営
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ス
の
種
類
は
増
加
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
努
力
は
継
続
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
そ
れ
に
伴
い
、
よ
り
多
く
の
教
材
が

N
IT

C
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
教
材
や
コ
ー
ス
実
施
方
法
は
、

コ
ー
ス
開
催
の
繰
り
返
し
と
受
講
生
評
価
の
反
映
に
よ
っ
て
改
善
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

 
 

 
他
機
関
や
産
業
界
（
キ
ル
ギ

ス
、
日
本
）
の
技
術
・
運
営

面
で
の
支
援
は
期
待
で
き

る
か

 

産
業
界
・
企
業
・
支
援
機
関
の

認
識

 
専
門
家
・

C
/P
の
認
識

 

中
間
評
価
時
点
ま
で
に

N
IT

C
に
技
術
的
な
支
援
を
行
っ
た
企
業
や
組
織
は
無
か
っ
た
。

KR
JC

*と
の
一
定
の

協
力
や
協
働
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

KR
JC
を
含
む
多
く
の
組
織
と
の
効
果
的
な
協
働
を
実
現
す
る
具
体
的
施

策
が
、
将
来
さ
ら
に
真
剣
に
模
索
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

 

KR
JC

: 
 K

yr
gy

z 
R

ep
ub

lic
 J

ap
an

 C
en

te
r（
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
・
日
本
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
）
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４
．
　
質
問
票
の
回
答
集
計
結
果

キ
ル
ギ
ス
人
C
/
P
に
対
す
る
質
問
票
の
回
答
集
計
結
果

質
　
問

回
　
答

平
均

主
要
な
理
由
・
コ
メ
ン
ト

 
Y

es
,

Y
es

N
o

N
ot

 a
t a

ll
ス
コ
ア

 
ve

ry
 m

uc
h

 
(O

th
er

)
（
加
重
平
均
）

(ス
コ
ア

)
3

2
1

0

1．
実
施
プ
ロ
セ
ス

-
-

-
-

-
-

　
 (1

)  
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
組
織
の
体
制
は

10
0

0
0

3.
00

　
　
　
十
分
に
確
立
さ
れ
た
か
？

10
0.

0%
0.

0%
0%

0%
 

　
(2

)  
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
、

PD
M
、
自
身
の

10
0

0
0

3.
00

　
　
　
役
割
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
か
？

10
0.

0%
0.

0%
0%

0%
 

　
(3

)  
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
に
認
識
・
意
識
の

10
0

0
0

3.
00

 
　
　
プ
ラ
ス
の
変
化
が
あ
っ
た
か
？

10
0.

0%
0.

0%
0%

0%
 

　
(4

)  
日
本
人
専
門
家
か
ら
の
技
術
移
転
は

10
0

0
0

3.
00

・
日
本
人
専
門
家
か
ら
の
技
術
移
転
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
決
定
的
要
素
で
必
要
か
つ
適
切
だ
っ
た
。

　
　
　
必
要
か
つ
適
切
だ
っ
た
か
？

10
0.

0%
0.

0%
0%

0%
 

2.
　
妥
当
性

-
-

-
-

-
-

　
(1
) 
 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
キ
ル
ギ
ス
市
場
の

8
2

0
0

2.
80

 
　
　
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
た
か
？

80
.0

%
20

.0
%

0%
0%

 
　
(2
) 
 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
キ
ル
ギ
ス
IT
人
材
育
成

7
3

0
0

2.
70

・
キ
ル
ギ
ス
の
IT
ニ
ー
ズ
は
変
化
し
て
お
り
、
ベ
ン
ダ
ー
系
要
求
を
満
た
す
新
た
な
コ
ー
ス
が
必
要
。

　
　
ニ
ー
ズ
を
十
分
把
握
・
理
解
で
き
た
か
？

70
.0

%
30

.0
%

0%
0%

 
3.
　
有
効
性

-
-

-
-

-
-

　
(1

)  
4つ
の
指
標
の
達
成
状
況
を
考
え
る
と
、

9
1

0
0

2.
90

・
最
初
の
3
指
標
は
よ
い
が
、
「
セ
ン
タ
ー
が
自
立
可
能
」
と
い
う
第
4
指
標
の
達
成
が
疑
問
。

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
は
可
能
か
？

90
.0

%
10

.0
%

0%
0%

 
　

(2
)  
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
と
指
標
は
現
在

10
0

0
0

3.
00

・
キ
ル
ギ
ス
の
地
方
人
材
や
（
経
済
水
準
の
高
い
）
カ
ザ
フ
、
ウ
ズ
ベ
キ
等
の

IT
人
材
育
成

　
　
で
も
有
効
か
？

10
0.

0%
0.

0%
0%

0%
　
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
す
べ
き
。

　
(3

)  
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に

5
2

0
3

1.
90

・
管
理
面
で
は
す
で
に
C
/
P
は
十
分
な
能
力
を
有
す
る
。
技
術
面
で
は
ま
だ
も
う
少
し
日
本
人

　
　
担
当
分
野
の
技
術
・
管
理
能
力
が

50
.0

%
20

.0
%

0%
30

%
　
専
門
家
の
支
援
が
必
要
。

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
に
必
要
な

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
係
で
は
さ
ら
に
多
く
の
技
術
分
野
の
習
得
が
必
要
。
機
材
も
さ
ら
に
必
要
。

　
　
レ
ベ
ル
に
達
す
る
か
？

　
(4

)  
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
に
貢
献

-
-

-
-

-
・
労
働
法
に
よ
り
ス
タ
ッ
フ
の
離
職
が
容
易
。
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
建
物
間
借
問
題

　
　
ま
た
は
阻
害
し
た
要
因
は
あ
る
か
？

 
 

 
 

・
ベ
ン
ダ
ー
系
の
資
格
認
定
を
取
れ
る
コ
ー
ス
設
定
が
必
要
？
Ｐ
Ｒ
不
足
。
職
員
報
酬
の
低
さ
。

 
 

 
 

 
・
政
府
の
財
務
的
支
援
が
少
な
い
。

4.
　
効
率
性

-
-

-
-

-
-

　
(1

)  
日
本
人
専
門
家
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

10
0

0
0

3.
00

　
　
シ
ョ
ン
は
十
分
か
つ
適
切
だ
っ
た
か
？

10
0.

0%
0.

0%
0%

0%
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質
　
問

回
　
答

平
均

主
要
な
理
由
・
コ
メ
ン
ト

 
Y

es
,

Y
es

N
o

N
ot

 a
t a

ll
ス
コ
ア

 
ve

ry
 m

uc
h

 
(O

th
er

)
（
加
重
平
均
）

(ス
コ
ア

)
3

2
1

0

4.
　
効
率
性

-
-

-
-

-
-

  (
2)

  日
本
人
専
門
家
の
技
術
移
転
方
法
・

6
4

0
0

2.
60

　
　
ア
プ
ロ
ー
チ
は
適
切
だ
っ
た
か
？

60
.0

%
40

.0
%

0%
0%

 
  (

3)
  日
本
人
専
門
家
の
数
、
技
術
・
管
理
面

9
1

0
0

2.
90

・
何
人
か
の
専
門
家
の
ス
キ
ル
に
は
問
題
。
す
で
に
キ
ル
ギ
ス

C
/P
は
十
分
な
技
術
を
有
す
る
。

　
　
の
質
は
技
術
移
転
上
、
適
切
だ
っ
た
か
？

90
.0

%
10

.0
%

0%
0%

 
 (4

)  
本
邦
研
修
を
受
け
た
場
合
、
自
身
の

7
1

0
2

2.
30

・
あ
ま
り
関
係
な
い
内
容
も
あ
っ
た
。
見
学
だ
け
で
な
く
実
践
を
経
験
し
た
か
っ
た
。

　
　
技
術
向
上
に
役
立
っ
た
か
？

70
.0

%
10

.0
%

0.
0%

20
%

・
コ
ー
ス
で
教
え
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
日
本
で
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

 (5
)  
本
邦
研
修
を
受
け
た
場
合
、
習
得

2
3

0
5

1.
20

・
本
邦
研
修
を
受
け
て
日
が
浅
い
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
活
用
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
。

　
　
し
た
技
術
・
ス
キ
ル
・
知
識
を
帰
国
後
、

20
.0

%
30

.0
%

0.
0%

50
%

・
本
邦
研
修
後
、
コ
ー
ス
開
発
に
直
接
、
役
立
っ
た
（

B
as

ic
 W

in
do

w
s）
。

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
活
用
し
た
か
？

 
 (6

)  
日
本
側
の
供
与
機
材
は
適
切

9
1

0
0

2.
90

・
高
価
な
機
材
で
一
度
も
使
用
さ
れ
な
い
も
の
や
使
用
頻
度
の
少
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
　
だ
っ
た
か
？

90
.0

%
10

.0
%

0.
0%

0%
 

 (7
)  

JC
C
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
率
性

6
3

0
1

2.
40

　
　
向
上
に
貢
献
し
た
か
？

60
.0

%
30

.0
%

0.
0%

10
%

 
 (8

)  
他
機
関
と
の
効
果
的
な
協
力
・

3
7

0
0

2.
30

・
日
本
セ
ン
タ
ー
や
キ
ル
ギ
ス
の
大
学
（
受
講
生
派
遣
）
と
良
い
関
係
が
あ
る
。

　
　
協
働
が
行
わ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

30
.0

%
70

.0
%

0.
0%

0%
・
大
学
、
政
府
機
関
、
民
間
企
業
・
組
織
と
も
っ
と
協
力
・
協
働
の
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
効
率
性
向
上
に
貢
献
し
た
か
？

 
5.
　
イ
ン
パ
ク
ト

-
-

-
-

-
-

  (
1)

  プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
キ
ル
ギ
ス

IT
/IT
ユ
ー
ザ

9
1

0
0

2.
90

・
さ
ら
な
る
改
善
と
し
て
「
よ
り
多
く
の
短
期
コ
ー
ス
」
を
提
供
す
べ
き
。

　
　
ー
産
業
の
育
成
・
強
化
に
貢
献
す
る
か
？

90
.0

%
10

.0
%

0%
0%

・
キ
ル
ギ
ス
ＩＴ
市
場
へ
の
貢
献
は
明
ら
か
だ
が
、
確
認
に
は
時
間
が
か
か
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体

　
9.

0%
1.

0%
0%

0%
も
拡
大
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

  (
2)

  上
位
目
標
の
達
成
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

8
2

0
0

2.
80

　
　
終
了
後
、
3
-
7
年
の
間
に
可
能
か
？

80
.0

%
20

.0
%

0%
0%

 
  (

3)
  本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
で
負
の

1
2

6
1

1.
30

・
現
時
点
で
は
無
い
が
、
将
来
的
に
は
い
つ
出
て
も
お
か
し
く
な
い
。

　
　
影
響
を
被
る
機
関
が
あ
る
か
？

10
.0

%
20

.0
%

60
.0

%
10

%
 

  (
4)

  直
接
の
効
果
の
他
に
予
想
し
て
い
な

-
-

-
-

-
・
イ
ン
ド
と
韓
国
が

IT
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
か
っ
た
正
負
の
影
響
が
あ
っ
た
か
？

 
 

 
 

・
N
IT
C
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
自
信
を
持
ち
始
め
て
い
る
。

6.
　
自
立
発
展
性

-
-

-
-

-
-

  (
1)

  キ
ル
ギ
ス
人

C
/P
だ
け
で
実
践

2
7

0
1

2.
00

・
N

IT
C
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
ベ
ン
ダ
ー
系
の

IT
研
修
講
師
と
し
て
の
資
格
認
定
を
受
け
る

　
　
的
な
IT
研
修
を
効
果
的
・
効
率
的
に

20
.0

%
70

.0
%

0%
10

%
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
自
立
発
展
性
が
向
上
す
る
。

　
　
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
？

 
  (

2)
  N

IT
C
は
十
分
な
財
務
的

0
6

4
0

1.
60

・
建
物
間
借
問
題
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
自
己
の
建
物
（
国
の
建
物
）
を
所
有
す
べ
き
。

　
　
自
立
発
展
性
を
有
す
る
か
？

0.
0%

60
.0

%
40

%
0%

・
（
新
た
な
）
コ
ー
ス
数
や
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
し
、
さ
ら
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
べ
き
。

　
 

 
 

 
・
大
ド
ナ
ー
で
あ
る
JI
C
A
が
ＩＴ
振
興
と
N
IT
C
の
重
要
性
を
キ
ル
ギ
ス
政
府
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

(記
）
　
回
収
数
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る

N
IT

C
所
長
や
主
任
講
師
（

L
ec

tu
re

r）
6名
を
含
む

10
名
。
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日
本
人
専
門
家
に
対
す
る
質
問
票
の
回
答
集
計
結
果

質
　
問

回
　
答

平
均

主
要
な
理
由
・
コ
メ
ン
ト

 
Y

es
,

Y
es

N
o

N
ot

 a
t a

ll
ス
コ
ア

 
ve

ry
 m

uc
h

 
(O

th
er

)
（
加
重
平
均
）

(ス
コ
ア

)
3

2
1

0

1．
実
施
プ
ロ
セ
ス

-
-

-
-

-
-

　
 (1

)  
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
組
織
の
運
営
管
理

5
3

1
0

2.
44

・
20

05
年
の
革
命
後
、
キ
ル
ギ
ス
政
府
内
で
の
実
施
機
関
の
位
置
づ
け
が
曖
昧
に
な
り
、
合
同
調

整
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
確
定
し
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
　
　
体
制
は
十
分
に
確
立
さ
れ
た
か
？

55
.6

%
33

.3
%

11
%

0%
 ・

A
lm

az
氏
や

M
ira
氏
に
よ
り
良
好
に
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

C
/P
の
現
在
の
自
立
性
を

考
え
る
と
仕
事
の
割
り
振
り
を
も
う
少
し
細
か
く
把
握
し
、
進
捗
を
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
 (2

)  
実
施
機
関
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
長
期

3
3

0
3

1.
67

・
コ
ー
ス
運
営
は
6
ヶ
月
単
位
で
作
成
。
長
期
的
な
経
営
・
事
業
計
画
は
無
い
（
地
域
性
か
？
）
。

・
話
し
合
い
の
中
で
言
及
は
さ
れ
て
い
る
が
、
明
文
化
し
た
も
の
が
無
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
の
運
営
方
針
・
計
画
を
確
立
し
た
か
？

33
.3

%
33

.3
%

0%
33

%
・
実
効
性
の
あ
る
事
業
計
画
の
策
定
に
は
、
運
営
体
制
の
確
立
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
 (3

)  
担
当
分
野
の

C
/P
の
配
置
、
共
同
作
業

5
3

1
0

2.
44

・
担
当

C
/P
の
素
質
は
高
い
も
の
の
、

IT
も
し
く
は
研
修
事
業
の
経
験
者
で
あ
れ
ば
な
お
良
い
。

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
面
で
の
人
材
が
薄
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。

・
C

/P
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
適
切
だ
っ
た
。

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
適
切
だ
っ
た
か
？

55
.6

%
33

.3
%

11
%

0%
 ・
配
置
さ
れ
た

C
/P
は
技
術
力
・
理
解
力
と
も
に
適
切
。
英
語
力
に
不
安
の
あ
る

C
/P
も
い
た
が
、
他

の
C

/P
が
補
助
す
る
な
ど
の
方
法
で
ほ
ぼ
問
題
の
無
い
技
術
移
転
が
実
施
で
き
た
。

　
(4

)  
C

/P
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
、

PD
M
、
担

3
5

1
0

2.
22

・
少
な
く
と
も
講
師
（
L
ec
tu
re
r）
レ
ベ
ル
の
C
/
P
に
は
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
当
業
務
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
か
？

33
.3

%
55

.6
%

11
%

0%
 

　
(5

)  
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て

C
/P
の
意
識
・

8
1

0
0

2.
89

・
自
分
の
知
識
や
ス
キ
ル
に
自
信
を
持
ち
、
よ
り
高
い
目
標
に
向
か
う
積
極
的
な
姿
勢
が
表
れ
た
。

　
　
行
動
に
プ
ラ
ス
の
変
化
が
あ
っ
た
か
？

88
.9

%
11

.1
%

0%
0%

・
目
的
意
識
が
明
確
に
な
っ
た
。

・
単
に
受
身
で
技
術
移
転
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に
そ
の
技
術
を
応
用
し
よ
う
と
す
る
意
識
の

あ
る
C
/
P
が
複
数
い
る
。
そ
の
他
の
C
/
P
も
技
術
移
転
そ
の
も
の
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

　
(6

)  
担
当

C
/P
へ
の
技
術
移
転
方
式
・

6
2

0
1

2.
44

・
教
育
内
容
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
現
場
に
近
い
環
境
で
の
技
術
移
転
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
方
法
は
適
切
だ
っ
た
か
？

66
.7

%
22

.2
%

0%
11

%
 ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
程
度
そ
れ
ま
で
学
ん
だ
技
術
を
応
用
す
る
こ
と
を
経
験
で
き
る
が
、
実
際
の

シ
ス
テ
ム
開
発
の
現
場
と
は
や
は
り
異
な
る
。

2.
　
妥
当
性

-
-

-
-

-
-

　
(1
) 
 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
キ
ル
ギ
ス
国
と
C
/
P
機

関
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
た
か
？

1
4

3
1

1.
56

・
IT
需
要
が
十
分
で
な
い
現
状
に
対
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ザ
イ
ン
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
は

疑
問
で
あ
る
。
研
修
内
容
は
最
先
端
の

IT
技
術
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
キ
ル
ギ
ス
社
会
で
は
未
知
の

技
術
と
映
る
と
思
わ
れ
る
。
研
修
に
参
加
す
る
受
講
生
の
規
模
も
満
足
と
は
い
い
難
い
。

・
し
か
し
、
今
後
の
経
済
発
展
に
伴
う

IT
需
要
増
加
の
可
能
性
は
否
め
ず
、
ま
た
周
辺
国
、
特
に
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
の

IT
市
場
は
大
き
い
と
聞
く
。
政
治
的
課
題
が
大
き
い
も
の
の
、

IT
市
場
が
拡
大
し
て
い

く
傾
向
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
将
来
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
育
成
し
た
人
材
が
市
場
の
要
求
に

貢
献
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　

11
.1

%
44

.4
%

33
%

11
%

・
高
度
な

IT
技
術
者
を
育
成
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
自
体
は
一
般
的
に
正
し

い
と
思
う
が
、
キ
国
内

IT
利
用
市
場
、

IT
-p

ro
du

ct
io

n市
場
、

IT
教
育
の
規
模
、
成
熟
度
、
人
材

プ
ー
ル
の
深
さ
か
ら
み
る
と
、
実
ニ
ー
ズ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
規
模
に
錯
誤
が
見
ら
れ
る
。

・
他
に
同
じ
よ
う
な
教
育
機
関
が
無
い
た
め
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
キ
ル
ギ
ス
国
や

C
/P
機
関
の
ニ
ー

ズ
に
合
致
す
る
と
思
わ
れ
る
。
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質
　
問

回
　
答

平
均

主
要
な
理
由
・
コ
メ
ン
ト

 
Y

es
,

Y
es

N
o

N
ot

 a
t a

ll
ス
コ
ア

 
ve

ry
 m

uc
h

 
(O

th
er

)
（
加
重
平
均
）

(ス
コ
ア

)
3

2
1

0

2.
　
妥
当
性

-
-

-
-

-
-

　
(2
) 
 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
キ
ル
ギ
ス
IT
人
材
育
成

0
7

1
1

1.
67

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
、
独
自
に
各
種
調
査
を
行
っ
た
。
短
期
コ
ー
ス
参
加
者
の
実
績
が
蓄
積
さ
れ

て
き
た
。

　
　
ニ
ー
ズ
を
十
分
把
握
・
理
解
で
き
た
か
？

0.
0%

77
.8

%
11

%
11

%
・
キ
ル
ギ
ス
の

IT
技
術
者
は
主
に
独
学
で
最
新
技
術
を
学
ん
で
き
た
が
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
包

括
的
な
学
習
が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
そ
の
も
の
が
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

3.
　
有
効
性

-
-

-
-

-
-

　
(1

)  
4つ
の
指
標
の
達
成
状
況
を
考
え
る
と
、

2
3

0
4

1.
33

・
現
在
、
N
IT
C
は
適
切
に
機
能
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
は
可
能
か
？

22
.2

%
33

.3
%

0%
44

%
・
現
在
提
供
し
て
い
る
研
修
コ
ー
ス
の
参
加
者
の
理
解
度
、
満
足
度
か
ら
判
断
す
る
と
、
既
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
ほ
ぼ
達
成
し
て
い
る
。

　
(2

)  
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
と
目
標
達
成
指
標
は

2
3

2
2

1.
56

　
　
　

　
　
現
在
で
も
有
効
か
？

22
.2

%
33

.3
%

22
%

22
%

　
　
　
　

　
(3

)  
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
を
阻
害
し
た

要
因
は
あ
る
か
？

-
-

-
-

-

・
IT
教
育
市
場
の
小
さ
さ
、
IT
-
p
ro
d
u
ct
io
n
(s
o
ft
w
ar
e)
市
場
の
深
み
の
な
さ
、
キ
国
内
市
場
へ
の
高

度
IT
技
術
者
供
給
に
限
定
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
制
限
、
リ
テ
ラ
シ
ー
、
デ
ザ
イ
ン
系
教
育
ニ
ー
ズ
の

取
り
こ
ぼ
し
、
地
方
部
の
IT
教
育
ニ
ー
ズ
の
取
り
こ
ぼ
し
、
ド
ナ
ー
連
携
や
市
場
創
造
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
と
し
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
点

  
  

 
 

 
 

・
講
師
や
補
助
講
師
の
目
的
、
価
値
観
等
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上
位
目
標
と
は
離
れ
て
お
り
、
C
/
P
の

個
人
的
目
的
と
組
織
の
目
的
の
間
に
隔
た
り
が
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
含
め
た
仕
事
内
容
、
関
係

者
内
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
統
一
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
効
果
を
よ
り
一
層
高
め
る
と
思
わ
れ
る
。

（
賞
与
、
組
織
環
境
の
改
善
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
面
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
）

4.
　
効
率
性

-
-

-
-

-
-

  (
1)

  日
本
人
専
門
家
の
数
、
分
野
、
期
間
、

3
4

2
0

2.
11

・
2
0
0
5
年
の
技
術
移
転
開
始
が
9
月
か
ら
と
な
り
、
2
0
0
6
年
2
月
ま
で
の
半
年
間
に
技
術
移
転
が
集

中
し
て
、
研
修
コ
ー
ス
実
施
と
の
競
合
や
無
理
が
生
じ
た
。

　
　
派
遣
タ
イ
ミ
ン
グ
は
適
切
だ
っ
た
か
？

33
.3

%
44

.4
%

22
%

0%
・
派
遣
タ
イ
ミ
ン
グ
を
日
本
の
契
約
年
度
に
左
右
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
。

 (2
)  
日
本
側
の
供
与
機
材
は
適
切

1
7

0
1

1.
89

・
完
璧
と
は
言
い
が
た
い
が
、
ほ
ぼ
問
題
な
く
実
施
さ
れ
た
と
考
え
る
。

　
　
だ
っ
た
か
？

11
.1

%
77

.8
%

0.
0%

11
%

・
機
材
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
最
新
に
保
つ
た
め
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
の
た
め
の
予
算
配
分
が
望
ま
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
半
に
そ
の
よ
う
な
予
算
を
配
分
す
べ
き
で
あ
る
。

 (3
)  
キ
ル
ギ
ス
側
の
建
物
、
設
備
、
資
機
材

6
2

0
1

2.
44

・
非
常
に
適
切
で
、
こ
の
点
で
は
全
く
問
題
が
無
い
。

　
　
の
供
与
は
適
切
だ
っ
た
か
？

66
.7

%
22

.2
%

0.
0%

11
%

　
　

 (4
)  
本
邦
研
修
受
け
入
れ
に
係
わ
る
人
数
、

分
野
、
内
容
、
期
間
等
は
適
切
だ
っ
た
か
？

5
1

1
2

2.
00

・
受
入
人
数
・
分
野
・
研
修
内
容
・
研
修
期
間
・
受
入
時
期
は
適
切
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
実
施
に
至
る

調
整
作
業
の
デ
マ
ケ
に
無
理
が
あ
る
。
（
た
と
え
ば
、
受
け
入
れ
先
と
の
調
整
を
業
務
実
施
契
約
に

含
め
た
こ
と
）

　
　

55
.6

%
11

.1
%

11
.1

%
22

%
・
第
二
フ
ェ
ー
ズ
で
派
遣
を
2
度
に
分
け
た
が
、
効
率
性
向
上
の
た
め
に
は
1
度
に
ま
と
め
る
べ
き
。

 (5
)  
日
本
と
キ
ル
ギ
ス
双
方
の
ロ
ー
カ
ル

1
1

0
7

0.
56

　
　
コ
ス
ト
の
負
担
は
適
切
だ
っ
た
か
？

11
.1

%
11

.1
%

0%
78

%
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平
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Y

es
,

Y
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N
o

N
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 a
t a
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ス
コ
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ve
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 m

uc
h

 
(O

th
er

)
（
加
重
平
均
）

(ス
コ
ア

)
3

2
1

0

4.
　
効
率
性

-
-

-
-

-
-

 (6
)  

C
/P
の
人
数
・
配
置
状
況
・
能
力
は
適
切

だ
っ
た
か
？

3
4

2
0

2.
11

・
他
の
類
似
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
比
較
し
て
も
全
体
的
に

C
/P
の
能
力
は
高
い
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ

は
適
切
で
も
、
プ
ロ
ド
ク
、

R
/D
で
合
意
し
た
配
置
で
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
毎
の
人
材
が
薄
く
（
不
足
気

味
）
、
離
職
時
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
。
辞
め
る
と
取
り
返
し
が
つ
か
な
い

C
/P
も

複
数
存
在
す
る
。

・
公
務
員
給
与
の
上
限
と
い
う
制
約
条
件
が
あ
り
、
優
秀
な
人
材
が
集
め
に
く
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

・
C

/P
の
技
術
レ
ベ
ル
は
当
初
想
定
し
て
い
た
よ
り
も
高
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
お
い
て
適
切
だ
っ

　
　
　
　

33
.3

%
44

.4
%

22
%

0%
・
一
部
の
優
秀
な
人
材
に
頼
り
す
ぎ
で
、
兼
務
に
よ
り
技
術
移
転
が
不
可
能
だ
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

 (7
)  

JC
C
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
率
性

0
2

2
5

0.
67

・
JC
C
は
実
質
的
に
機
能
し
て
い
な
い
。

　
　
向
上
に
貢
献
し
た
か
？

0.
0%

22
.2

%
22

.2
%

56
%

 
 (8

)  
他
機
関
と
の
効
果
的
な
協
力
・

0
2

1
6

0.
56

・
日
本
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
は
あ
っ
た
が
、
直
接
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
関
連
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
協
働
が
行
わ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

0.
0%

22
.2

%
11

.1
%

67
%

・
日
本
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
が
集
客
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
　
　

　
　
効
率
性
向
上
に
貢
献
し
た
か
？

 
5.
　
イ
ン
パ
ク
ト

-
-

-
-

-
-

  (
1)

  プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
キ
ル
ギ
ス

IT
/IT
ユ
ー
ザ

2
6

0
1

2.
00

・
個
々
の
高
度
IT
技
術
者
の
育
成
に
貢
献
す
る
の
は
間
違
い
な
い
（
質
的
に
は
十
分
に
そ
う
思
う
）

が
、
育
成
す
る
技
術
者
の
絶
対
数
が
少
な
く
、
キ
ル
ギ
ス
全
体
の
IT
産
業
、
IT
ユ
ー
ザ
ー
産
業
に
ど

の
程
度
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
か
は
疑
問
（
未
知
数
）
で
あ
る
。

　
　
ー
産
業
の
育
成
・
強
化
に
貢
献
す
る
か
？

22
.2

%
66

.7
%

0%
11

%
・
N
IT
C
の
よ
う
に
十
分
な
機
材
が
あ
り
実
践
的
な
内
容
を
教
え
て
い
る
機
関
は
現
在
他
に
無
く
、

　
 

 
 

 
受
益
者
に
と
っ
て
非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
　

  (
2)

  上
位
目
標
の
達
成
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

3
5

0
1

2.
11

・
上
位
目
標
の
達
成
は
可
能
で
、
目
標
達
成
指
標
は
現
在
で
も
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
　
終
了
後
、
3
-
7
年
の
間
に
可
能
か
？

33
.3

%
55

.6
%

0%
11

%
 

  (
3)

  本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
で
負
の

0
2

7
0

1.
22

・
実
践
的
な
IT
技
術
を
教
え
て
い
る
機
関
は
現
在
ほ
と
ん
ど
無
く
、
ま
た
コ
ー
ス
が
あ
っ
て
も
教
え
る

(S
o
ft
lin
e)
講
師
が
い
な
い
。

　
　
影
響
を
被
る
機
関
が
あ
る
か
？

0.
0%

22
.2

%
77

.8
%

0%
・
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
扱
う
技
術
層
と
民
間
の
技
術
層
は
異
な
る
た
め
競
合
は
当
面
無
い
。

  (
4)

  直
接
の
効
果
の
他
に
予
想
し
て
い
な

-
-

-
-

-
・
イ
ン
ド
が

IT
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
か
っ
た
正
負
の
影
響
が
あ
っ
た
か
？

 
 

 
 

・
セ
ミ
ナ
ー
で
日
本
の
状
況
と
比
較
し
た
り
話
題
を
含
め
た
こ
と
で
、
日
本
へ
の
関
心
が
少
し
高
ま
っ

た
と
思
う
。
N
IT
C
で
は
一
般
職
員
も
日
本
語
講
習
に
参
加
し
て
い
る
人
が
多
い
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
以
外
で
、
①
IT
リ
テ
ラ
シ
ー
コ
ー
ス
、
②
肢
体
障
害
者
向
け
IT
教
育
、
③
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
④
就
職
支
援
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
、
⑤
地
方
大
学
と
の
連
携
、
⑥
JD
S
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
行
政
官
（
e-
G
o
v、
通
信
行
政
）
へ
の
紹
介
、
等
を
実
施
し
た
。

6.
　
自
立
発
展
性

-
-

-
-

-
  (

1)
  キ
ル
ギ
ス
人

C
/P
だ
け
で
高
度
な

2
6

1
0

2.
11

・
技
術
的
に
は
十
分
可
能
。
た
だ
し
、
現
在
の
人
員
が
継
続
的
に
N
IT
C
に
留
ま
る
と
す
る
仮
定
が

　
　
IT
人
材
育
成
研
修
を
効
果
的
・
効
率

22
.2

%
66

.7
%

11
%

0%
必
要
。
キ
ー
メ
ン
バ
ー
が
抜
け
る
と
か
な
り
厳
し
い
事
態
に
な
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

　
　
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
？

・
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
専
門
家
が
設
計
・
作
成
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
キ
ス
ト
を
ベ
ー
ス
と
し
た
自
立
的

運
用
は
可
能
と
考
え
る
。
新
規
に
高
度

IT
技
術
分
野
に
つ
い
て
独
自
に
コ
ー
ス
開
発
を
行
う
た
め

に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、
数
年
の
経
験
を
要
す
る
と
考
え
る
。
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質
　
問

回
　
答

平
均

主
要
な
理
由
・
コ
メ
ン
ト

 
Y

es
,

Y
es

N
o

N
ot

 a
t a

ll
ス
コ
ア

 
ve

ry
 m

uc
h

 
(O

th
er

)
（
加
重
平
均
）

(ス
コ
ア

)
3

2
1

0

6.
　
自
立
発
展
性

-
-

-
-

-
-

  (
2)

  N
IT

C
は
十
分
な
財
務
的

1
4

0
4

1.
22

・
高
度
IT
技
術
者
の
育
成
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
幅
広
く
IT
研
修
を
実
施
し
て
い
け
ば
可
能
。

　
　
自
立
発
展
性
を
有
す
る
か
？

11
.1

%
44

.4
%

0%
44

%
・
現
在
、
財
務
的
自
立
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
様
々
な
方
策
（
P
C
初
心
者
向
け
コ
ー
ス
や
特
定
製
品

の
技
術
者
養
成
コ
ー
ス
等
）
を
試
行
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
積
極
的
に
考
え
、
か
つ
そ
れ
を
実
行

に
移
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
見
込
み
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

  (
3)

  移
転
技
術
は
定
着
し
て
い
る
か
？

6
1

0
2

2.
22

・
C
/
P
が
離
職
し
て
も
補
完
で
き
る
体
制
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　
66

.7
%

11
.1

%
0%

22
%

・
現
時
点
で
は
良
好
に
定
着
し
て
い
る
。
今
後
は
そ
れ
を
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
な
ど
に
「
制
度
的
に
」

　
　
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

  (
4)

  担
当
分
野
の

C
/P
の
人
員
配
置
は
今
後

3
0

0
6

1.
00

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
チ
ー
ム
に

PR
/M

ar
ke

tin
gマ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
新
設
し
、
　
集
客
力
、

　
　
充
実
さ
れ
る
か
？

33
.3

%
0.

0%
0%

67
%

営
業
力
の
強
化
を
図
っ
た
（
20

06
年

9月
1日
）
。

　
 

 
 

 
　
　

  (
5)

  N
IT

C
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、

3
1

0
5

1.
22

・
最
低
限
の
維
持
管
理
は
可
能
と
思
う
が
、
現
時
点
で
は
不
明
。

　
　
機
材
の
維
持
管
理
・
更
新
を

33
.3

%
11

.1
%

0%
56

%
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
維
持
更
新
に
関
わ
る
費
用
の
捻
出
が
で
き
る
か
が
、
　
こ
れ
か
ら
の

　
　
自
主
的
に
行
え
る
か
？
　

 
 

 
 

課
題
で
あ
る
と
思
う
。
　

（
注
）
　
回
収
数
は
、
ＪＩ
Ｃ
Ａ
直
営
要
員
（
業
務
調
整
）
1名
を
含
む

9名
。
長
期
専
門
家
で
あ
る
業
務
調
整
員
と
、
短
期
専
門
家
の
内
、
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
合
計

2名
を
除
く
と
、

7名
は

　
　
　
特
定
の
研
修
科
目
の
技
術
移
転
を
行
っ
た
短
期
専
門
家
で
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
質
問
に
的
確
に
回
答
で
き
る
知
見
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
（
不
明
・
回
答
不
能
・
無
回
答
の
ケ
ー
ス
が
多
い
＝
「
O

th
er
」
に
カ
ウ
ン
ト
）



 N
IT
C
派
遣
研
修
生
の
上
司
（
会
社
管
理
者
）
に
対
す
る
質
問
票
の
回
答
集
計
結
果

質
　
問

回
　
答

平
均

 
Y

es
,

Y
es

Y
es

,
N

o
C

an
no

t
　

ス
コ
ア

 
ve

ry
 m

uc
h

bu
t s

lig
ht

ly
  

ev
al

ua
te

合
計
回
答
数

（
加
重
平
均
）

(ス
コ
ア

)
3

2
1

0
0

　

1
．
　
N
IT
C
研
修
に
派
遣
し
た

 
 

 
 

 
 

 

　
　
あ
な
た
の
ス
タ
ッ
フ
は
研
修
で
得
た

18
9

5
1

0
33

  
　
　
知
識
を
利
用
し
た
結
果
、

54
.5

%
27

.3
%

15
.2

%
3.

0%
0.

0%
　

2.
33

　
　
業
務
に
お
け
る
生
産
性
と
品
質
を

　
　
向
上
さ
せ
ま
し
た
か
？

 
Y

es
,

Y
es

,
N

o,
N

o,
 n

ot
C

an
no

t
　

ス
コ
ア
 *

 
ve

ry
 sa

tis
fie

d
sa

tis
fie

d
le

ss
 sa

tis
fie

d
sa

tis
fie

d 
at

 a
ll

ev
al

ua
te

合
計
回
答
数

（
加
重
平
均
）

(ス
コ
ア

)
3

2
1

0
0

　

2
.　
当
初
の
期
待
に
比
べ
て
、
あ
な
た
は

 
 

 
 

 
 

 

　
　
あ
な
た
の
ス
タ
ッ
フ
が
N
IT
C
研
修
で

17
7

6
1

2
33

 
　
　
実
現
し
た
能
力
向
上
の
結
果
に

51
.5

%
21

.2
%

18
.2

%
3.

0%
6.

1%
　

2.
15

　
　
満
足
し
て
い
ま
す
か
？

54
.8

%
22

.6
%

19
.4

%
3.

2%
-

　
2.

29
  
 

　 （
注
）
　
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
中
間
評
価
調
査
に
あ
わ
せ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
が
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
て
実
施
し
た
。
（
実
施
時
期
：
2
0
0
6
年
9
月
中
旬
）

　
　
　
　
*
：
質
問
2
で
は
「
評
価
で
き
な
い
」
と
し
た
回
答
が
2
つ
あ
っ
た
た
め
、
合
計
回
答
数
で
あ
る
3
3
か
ら
2
を
引
い
た
3
1
（
有
効
回
答
数
）
を
分
母
と
す
る
%
シ
ェ
ア
と
ス
コ
ア
を
下
段
（
太
字
）
に
示
し
た
。
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N

IT
C
研
修
コ
ー
ス
（
短
期
コ
ー
ス
）
参
加
者
に
対
す
る
質
問
票
の
回
答
集
計
結
果

質
　
　
問

回
　
　
答

平
均

主
要
な
理
由
・
コ
メ
ン
ト

 
Y

es
,

Y
es

N
o

N
ot

 a
t a

ll
ス
コ
ア

　
　

 
ve

ry
 m

uc
h

 
(O

th
er

)
（
加
重
平
均
）

(ス
コ
ア

)
3

2
1

0
1.

 N
IT

C
研
修
コ
ー
ス
に
満
足
し

ま
し
た
か

?
-

-
-

-
-

-

   
(1

)  
全
　
　
体

10
13

0
0

2.
43

・
講
師
、
研
修
環
境
、
休
憩
時
間
の
お
茶
や
ク
ッ
キ
ー
を
含
め
て
素
晴
ら
し
い
ア
レ
ン
ジ
の
研
修
。

43
.5

%
56

.5
%

0.
0%

0.
0%

・
理
論
と
実
践
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
知
識
と
ス
キ
ル
の
両
方
が
身
に
付
い
た
。

・
満
足
だ
が
、
「
さ
ら
に
実
践
的
」
、
「
ビ
ギ
ナ
ー
と
経
験
者
向
け
の
分
離
」
を
行
え
ば
よ
り
高
い
評
価
に
。

  (
2)

  ト
ピ
ッ
ク
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

10
12

1
0

2.
39

・
研
修
内
容
を
さ
ら
に
細
分
化
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
も
っ
と
詳
細
化
す
べ
き
。

   
   

 内
容

43
.5

%
52

.2
%

4.
3%

0.
0%

・
短
い
期
間
に
対
し
て
内
容
が
多
す
ぎ
る
。

・
受
講
生
条
件
を
ク
リ
ア
に
し
て
受
講
生
レ
ベ
ル
の
均
一
化
を
図
る
べ
き
。

 (3
)  
テ
キ
ス
ト
、

PC
・
機
材
、

17
6

0
0

2.
74

・
教
材
、
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
の
質
が
高
く
、
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。
機
材
は
新
し
く
「
最
高
水
準
」
で
あ
る
。

　
　
教
材
、
教
育
手
法

73
.9

%
26

.1
%

0.
0%

0.
0%

・
も
う
少
し
、
多
く
の
「
事
例
」
を
含
め
れ
ば
よ
り
ベ
タ
ー
。

　
 (4

)  
講
師
の
知
識
、

14
9

0
0

2.
61

・
講
師
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ベ
ル
に
十
分
、
満
足
。

   
   

  プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

60
.9

%
39

.1
%

0.
0%

0.
0%

・
実
践
面
の
経
験
豊
富
な
講
師
も
い
て
、

N
IT

C
の
非
常
に
大
き
な
強
み
。

   
   

  対
話
型
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
 　

 　
シ
ョ
ン

 
　

2.
 N

IT
C
研
修
コ
ー
ス
は
キ
ル
ギ

ス
IT
市
場
・
産
業
発
展
の
た
め
の

ＩＴ
人
材
育
成
に
今
後
、
貢
献
し

ま
す
か

?

16
7

0
0

2.
70

・
現
時
点
で
、
こ
の
よ
う
な
高
度
な
ＩＴ
研
修
を
実
施
す
る
機
関
は

N
IT

C
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
存
在
意
義
は

大
変
重
要
。

・
研
修
コ
ス
ト
は
参
加
し
や
す
く
安
い
レ
ベ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

 
69

.6
%

30
.4

%
0.

0%
0.

0%

3.
 キ
ル
ギ
ス
国
民
の
た
め
に
ＩＴ

研
修
や
そ
の
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
す
る

N
IT

C
の
役
割
と
責
務

は
将
来
、
さ
ら
に
重
要
に
な
り
ま

す
か

?

21
2

0
0

2.
91

・
　

N
IT

C
の
役
割
は
極
め
て
重
要
で
、

N
IT

C
（
修
了
者
）
の
評
判
を
高
め
、
参
加
者
を
増
や
す
た
め
に
も

「
よ
り
価
値
の
高
い
修
了
証
」
を
発
行
す
べ
き
。

・
「
短
期
集
中
型
」
研
修
が
よ
り
重
要
性
を
増
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で

N
IT

C
短
期
コ
ー
ス
は
重
要
。

・
政
府
は
情
報
イ
ン
フ
ラ
開
発
に
熱
心
で
は
な
い
が
、
情
報
化
社
会
は
自
律
的
に
発
展
す
る
面
も
あ
り
、

N
IT

C
の
よ
う
な
高
度

IT
技
術
研
修
機
関
は
重
要
。

 
91

.3
%

8.
7%

0.
0%

0.
0%

 

（
記
）
　
本
質
問
表
調
査
は
、
中
間
評
価
調
査
で
実
施
し
た
。
同
様
の
質
問
表
調
査
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
各
コ
ー
ス
終
了
時
に
も
実
施
し
て
お
り
、
本
調
査
は
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
・
分
析
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
過
去
の
短
期
コ
ー
ス
修
了
者
の
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
約
5
0
名
を
抽
出
し
て
質
問
表
を
配
布
、
2
3
名
の
有
効
回
答
を
回
収
し
た
。
一
部
の
回
答
者
に
対
し
て
は
面
接
に
よ
る
補
足
調
査
も
実
施
し
た
。
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